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はじめに

本報告書は､ 平成 1 3 年 2 月 2 日から2 月 2 1 日ま での 2 0 日間に亘り ､ ポ

リヴィ ア共和国及びエ ク ア ドル共和国 にお い て 実施した下記プロ ジ ェ ク トに係

るプロ ジ ェ ク ト ･ フ ァイ ンディ ング調査の結果を纏めたもの で ある ｡

ポリヴィ ア共和国

エ クア ドル共和国

ヤパ カ ニ 川右岸地域農業復旧計画

ア ンプキ地 区農村復旧計画

本調査iま社団法人海外農業開発 コ ンサル タ ン ツ協会 ( A D C A ) か ら派遣さ

れた下記の 調査員 により実施された ｡

･ 調 査 員 西川 義彦 内外 エ ン ジ ニ アリ ング抹式会社

今回 の調査 に 当た っ て ポリヴィ ア 国で は ､ 対外経済開発の窓 口 で ある対外経

済協力省Ⅳ『 E) ､ 農業開発を実施して い る農牧農村開発省( M A G R D ) 及びサ ン タ

クル ス県庁 ､ 日本側の 窓 口 として在ポリヴィ ア 国 日本大使館及びJI C A 派遣専門

家等 の方々 か ら多く の情報 ､ 御指導を頂 い た ｡ また ､
エ クア ドル共和国 にお い

て は対外協力省 ( M R ヱ) ､ シ エ ラ北部 開発局 ( C O R S 廿寸O R ) ､ 日本側 の窓 口 と し

て 在 エ ク ア ドル 国日本大使館及びJI C A 派遣専門家等 の方々 か ら情報や御協力を

頂い た｡ こ こ に これ らの 方々 に深く敬意を表す る次第で ある ｡ また ､ これ ら の

諸計画が 日本国の協力に より早期に実現され る こ と を願 うもの で ある ｡

平成1 3 年 3 月
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【調査日程】

日 程 表
出発地 到着地 宿泊地 備 考

日数 年 月 日

1 H . 13 .0 2 .0 2 金 成 田 機中 出発(シアトル ･ マイアミ経由)

2 H . 13 .0 2 .0 3 土 ラ八
○

ス ラげス 移動 ､ ラハ
○

ス着

3 H . 13 .0 2 .0 4 日 〝 行程打ち合せ

4 H . 13 .0 2 .0 5 月 〝 情報収集､ 大使館表敬

5 H . 13 .0 2 .0 6 火 〝 J IC A 表敬､ 農牧省協議

6 H . 13 .0 2 .0 7 水 ラげス ラ八
○

ス サンタクルス 移動(ラ八
○

ス ーサンタクルス)

7 H . 13 .0 2 .0 8 木 〝 サンタクルス県 と協議

8 H . 13 .0 2 .0 9 金 〝 現地調査

9 H . 13 .0 2 . 1 0 土 〝 〝

10 H .1 3 . 0 2 .1 1 日 サンタクルス ラ八
○

ス ラげス 移動(サンタクルス ー ラげス)

1 1 H . 1 3 .0 2 . 1 2 月 〝 大使館 ･ J IC A 報告

1 2 H . 1 3 .0 2 . 1 3 火 ラハ
○

ス キト キト 移動 肘 げ げ
一

一 エクアドル)

1 3 H . 1 3 .0 2 . 1 4 水 〝 大使館表敬､ 農牧省協議

計画省協議､ 資料収集

14 H . 1 3 . 0 2 . 1 5 木 キト イハう キト 移動､ C O R S I N O R 協議

現地調査

1 5 H . 1 3 . 0 2 . 16 金 キト がヤキ ー

ル マチャラ 移動(キトー マ チャラ)

オ ロ州 開発 局協議

1 6 H . 1 3 . 0 2 . 1 7 土 マチャラ キト キト 現地調査 ､ 移動(マチャラ ーキト)

1 7 H . 1 3 . 0 2 . 1 8 日 資料整理

1 8 H . 1 3 .0 2 . 19 月 キト マイアミ マイアミ 移動 日

1 9 H . 1 3 . 0 2 . 2 0 火 マイアミ 機中 移動日(シアトル経 由)

2 0 H . 1 3 .0 2 . 2 1 水 成 田 帰国
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ヤ パ カ ニ 川右岸地域農村開発計画



1 . ポリウィア国ヤパカニ川右岸地域農業復旧計画

1 .1 ポリウィア国の概要

(1) 自然概況

ポリヴィ ア共和国は､ 国土総面積は1 .1 百万 k ㌔であるが､ 地形及び気象条件により､

山岳高原地帯 (標高3 ヌ肋 n 以上) ､ 渓谷地帯 (1 卿
～

2 卵 n) 及び東部平原地帯 (2 00
～

5 00 血 の 3 地帯に大別される｡ そのため自然条件も各地帯毎に大きく異なり､ そ の結果と

して農業生産活動にも影響を与えて い る｡ アンデス の山岳高原地帯は典型的な高山気候で､

平均気温の年変化が少なく寒冷 ･ 少雨な気候で ある｡ 東部平原地帯は熱帯性気候で温暖多

雨 ､ 平均気温は か℃である｡ 各地帯とも雨季と乾季に分かれ 夏期にあたる 11
～ 3 月が雨

季となる｡ 高原地帯にある首都ラパス の気温は､ 9 .2℃(1 月) ､ 6 .9 ℃ロ月) ､ 年降雨量 砧8 Ⅱ m

である｡ 人 口は､ 19 弊 年の国家統計局 加E) によれを£ 約 8 . 2 百万人であり､ 山岳高原

地帯に 00 % ､ 渓谷地帯に 3 % ､ 東部平原地帯に3 5 % が居住して いる ｡

｢ボ+ 国の土地利用は､ 農地 ･ 耕地 : 23 8 万 血( 2 .2 刻 ､ 牧場 ･ 牧草地 : 乙6 50 万 血( 訓 .1 刻 ､

森林 : 5 ,8 00 万 血β2 .8 刻 ､ その他 : 乙15 6 万 叫 犯 姻) であり､ 農牧業に利用されて い る土

地は､ 全国土 の 加 .3 % にすぎない ｡
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出典 : A 血 B 血 1 舛曳刑E

何 社会
･ 経済状況

｢ボ+ 国経済は､ 1 989
～ 1 卵8 年の 10 年間に､ G D P において は年率4 .2 % ､

一

人当り G D P

では年率 1 .8 % の 成長を遂げ､ 199 8 年の G D P は 7 ,7C 軌4 百万 U S$ ､
一 人当り G D P は

% 8 .8 U S$ で ある｡ しかし､ 農業セクタ
ー

における G D P は年率2 .7 % にすぎず､ 19 98 年にお

ける同部門のシ ェ ア
ー

は 15 .4 % と年々 減少傾向にある ｡ 消費者物価指数において は､ 19 9 1

年以降鎮静傾向にあっ たが ､ 近年は緩やかな上昇傾向を示し､ それを反映して ､ 対ドル レ

B - 1 -



ー

トも低下を続けて い る｡

貿易収支につ いて は､ 1 辣) 年以降完全な輸入超過となっ ており､ 199 8 年には 65 5 .3 百

万 U S‡の入超とな っ てい る｡ 対外総債務残高に つ いて もあまり改善の傾向は見られず､ 1 卵7

年において 5 ,2 叫 百万 U S$ で あり､ そのうち長期債務が4 ,5 70 百万 U S$ と 8 7 % を占め､ 依

然として国家財政は困難な状況にある｡ 長期債務のうち二 国間債務は 1 ,4 20 百万 U S$ ､ 多

国間債務は乙6 81 百万 U S$ で ある｡

この ような財政危機に対して ､
｢ ボ+ 国政府は経済調整に基づく構造改革を実施し､ 小

さな政府へ の変換を推進してい る｡ そのため､ 予算規模も年率 4 % 程度の伸びに押さえら

れて いる ｡ 1 舛7 年度の予算案で は611 .6 百万 U S$ であり､ 農業セクタ ー に対する投資額は

18 .4 U S$ (全体の 3 .0 % ) が見込まれて いる｡

対外債務に対する返済額は､ 19 9 7 年において 卯5 .2 百万 U S$ で あり､ その うち二 国間債

務に対しては 58 .9 百万 U S‡､ 多国間債務に対しては か1 5 2 百万 U S‡が割り当てられて い

る｡ 主要な経済指標は次の とおりである｡

国家予算の推移
単位 : 召万 ロ5耳

区 分 1 柳 1 労5 1 朔 1 労7 1 労8 1 労7/1 舛

(1)国家予算 文治.4 51 9 .7 5 8 8 .7 611 .6 * * * 1 .21

(か農業部門 16 .2 1 7 3 19 5 1 8 .4 * * * 1 .1 4

(2 肌1) % 3 .2 % 3 .3 % 3 .1 % 3 .0 % * * * 0 . 舛

出典: A 血 肋 1 卿
,
刑E

主要経済指標

区 分 単位 1 弊l 1 朔 1 朔 1 野7 1 朔 1 矧 1 餅

G D P

G D P 百万ロ!述 6 卿 .3 6
,
7 5 2 .1 7 伽6 5 7

,
謝 .1 7 仰 A 1 +Ⅹ)

一

人 当 G D P U SS 89 1.3 9 1 0 .7 9 2 8 .1 郷 .7 鋸8 .8 1 J:汐

農業肝可% % 1 7 .1 1(; .9 1 6 A 17 .1 1 5 A 0 部

一 日数 % 7 .9 1 0 ヱ 12 A 4 .7 7 .6

貿易収支

輸 出 百万tJS‡ 9 お .1 1 卯1 A 1
,
1 3 2 月 1

,
1( 箔5 1

,
1 糾 β l .1 2

輸 入 百万 U S$ 1β15 3 1 ヱ臼 .7 1
,
諮8 β 1

,
糾2 .7 1フ59 3 1 .7 3

収 支 百万U SS ー:氾2 -1吉2 3 - 2 3 6 β 4 7 6 2 j 5 5 .3 2 1 .7 0

債 務

長 期 百万U S ‡ 4 j 1 3 .0 4
,
耶 3 4j 5 0 .1 4 j 7 0 1)

* * *

(1 岬

内二国間 百万U S ‡ 1プ63 .9 1
,
8 1 6 5 1j 8 3 3 1 タ20 .島 P .8 1)

内多国間 百万U S S 2 プ75 .6 2j 7 9 .0 2カ3丘1 2
,卵1 3 (1 .1 8)

m 4 『 百万tJS S 2 6 3 .6 2 6 7 .8 27 6 .1 2 4 8 .1 * * *
の. 少l)

短 期 百万tJ:誌 2(箔一0 2 8 6 .4 34 8 .4 4 2 6 .0
* * *

(l . 印)

絵債務 百万U S‡ 4
,
8 4 2 .6 5

,
訪1 5 5

,
1 7 4 .6 5 神 .1 * * * (1 , 鴨)

債務返済額

､

反 百万U S S 3 4 7 .4 3 7 1 .7 4 1 2 .9 4 7 5 .2
* * *

(1 j 刀

内二国間 百万ロS‡ 75 -1 ∝)2 舛 ヱ 58 .9 * * * の.7 8)

内多国間 百万ロS‡ 1 労 .8 2 1 9 .8 2 3 9 .3 2 5 1 5 * * * (1二妨)

対ドルトト 蝕ノUS‡ 4 .7 4 .9 5 2 5 A 5 .6 1 .1 9

出典: 臨 地 血 恥 のB , 1 5 N 血 1 朔
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｢ ボ+ 国における政治 ･ 経済的な概要は次の ようにまとめられる｡

ポリヴイ ア共和国の概要(1 の

国 名 細 山血 血 B d 血血 触印止 血 of 8 d iv 血)

面 積 1 抄 万 8 58 1 平方キロ

資 源 スズ､ 鉛､ 亜鉛､ アンチモン､ タングステン､ 石油､ 天然ガス

人 口 8 1 4 万人 (労 年)

首 都 法律上はスクレ (S Ⅶコモ ､ 14 万人) ｡ 政府所在地はラパス ( b P 詑 ､ 7 8 万人)

主要都市 サンタクルス ロ6 万人) ､ コチャバンパ 如 万人)

住 民 ケチ ュ ア人 知 % ､ アイマ ラ人 ち % ､ 先住民と白人の混血 刃 % ､ 白人1 5 %
寺 宝左
F コ ロlコ ス ペイン語､ ケチ ュ ア語､ アイマラ語が公用語

宗 教 カトリック教徒が 95 %

政治体制 立憲共和制｡ 大統額が最高権力者

憲 法 1967 年施行

元 首
大統箭｡ ウゴ ･ パンセル ･

スアレス 由l 即 B A N 正 R S u 脈 Z) ｡ 任期5 年｡ 卯 年 8 月

6 日就任｡ 連続再選禁止

議 会 2 院制｡
上院 ㌘ 議席､ 下院 1 討 議嵐 ともに直接選挙制｡ 任期5 年

内 閣 大統領が任免｡ 首相なし

主要政党 民族民主行動､ 民族軍命運勤､ 革命左翼運軌

国内総生産 85 億 5 榔 万 ドル ゆ8 年)

1 人当たり

国民総生産
1(X 沿 ドル (同)

通 貨 ボリビアノ 伯d 血 ) 1 ドル = 5 . 妃 ボリビアノ (労 年末)

概 観
西部は 3 ㈱ メ

ー トル以上のアンデス高原地帯｡ 北東部はアマゾン上流の低地で熱

帯雨林気候､ 南東部平地は亜熱帯気候｡

略 史

紀元前 ･

ティテイカカ湖周辺にアイマラ民族が定住

1 珊 頃 ･ ペル
ー か ら侵入したケチュ ア民族のインカ帝国が征月払

1 5 3 2
･ ス ペイン人が同帝国を征限｡

1 8 2 1
･ ペノレ

ー が独立宣言

1 8 2 5
･

8 月 6 日ペノレ
ー

から分離独立｡

1 8 7 9 瑠3

1 9 5 2

1 鮒 -8 2

･ 太平洋戦争でペル
ー と同盟､ チリに敗れ 太平洋岸アントフ ア

ガス タを割譲､ 内陸国となる｡
･ 民族革命運動 (M N 如 の ピクトル

･ パスエステンソロが大統額

に就任､ 民族主義的革命を推進した｡
･ 軍政

1 9 8 5

1 9 8 9

･ 大統蘭に復帰したパスエステ ンソロは､ 自由化政策で超インフ

レを
一

気に沈静化させた｡
･ 革命左翼運動 (M 皿) のハイメ

･ パスサモラが大統額当選､

1 労3
･

M N R のサンチ ェ スが当選｡

1!汐7
･ 軍政時代 け1 一 っ8 年) に大統蘭を務めた民族民主行動 (A D N)

の ウゴ ･ パンセルが決選投票で/てスサモラ元大統額を下した｡

同時実施の上
三 日

選では A D N が第 1 党に｡

元 首 大統領｡ 直接選挙で過半数得票者がなけれi£ 国会が上位 2 者のうちから選出する｡

議 会

弊 年 1 月現在の政党別議席数は次の通り｡

与党 = A D N ( 中道右派､
上院1 1 ､ 下院3 2) ､ M R (中道左派､ 7 ､ コ)

連帯市民連合 如C S ､ 大衆政党､ 2 ､ 2 1)

野党 = M N R ( 中道左派､ 4 ､ 加) ､ C O N D Ⅲ 玖 ( ､ 大衆政党､ 3 ､ 19) ､ ボリビア自由

運動党 (M B L 中道左派､ 0 ､ 5) ､ 左翼連盟 仕U ､ 左派､ 0 ､ 4)

司 法
最高裁判事1 2 人は国会が選出｡ 任期 1 0 年｡ 各県に高裁､ 下級裁,

死刑なし｡

地方行政 9 県 皿ぬ) で構成｡ 知事は大統領が任命｡
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ポリヴィア共和国の概要(2 佗)

政 治

キ ー フ ェ ル国防相の航空機購入に絡む汚職疑惑などで連立3 与党の内紛が激化､ 卵

年6 月 ､ ナヤル内相が辞任､ 内閣が改造された｡
‾ ロ

､

硲 などで 6 月逮捕

されたイタリア系マ フィアの首謀者ディオダド容疑者は大統簡のめいの夫で ､ 軍部
との関係も明らかになり､ 政治問題化 , 国家警察組織の改造令が8 月閣議承認され､

国家警察､ 法医学調査研究所､ 検察庁の 3 横言郡こ 楓 司法警察 中ロ) は 20 ∝) 年
未で亨観 汚職などで 1 2 00 人を解任｡

外 交
米国､ 中南米諸国との協調が基本路線 ｡ 卯 年 6 月アルゼンチンと移民協定を結ぶ｡

チリとは自由貿易協定などを結ぶが､ 太平洋 へ のアクセスを長年要求し､ 大使級の

外交関係はなし｡

麻薬対策

野 牛 8 月､ 米国から4 珊 万ドルの麻薬対策支援と 刀刃 万 ドル の経済援助を取り付

けた｡
コカインの原料のコカ葉の耕作面積は4 万 仰 ヘ クタ

ー

ル (卯 年 紛 で
ペル

ー

､ コ ロ ンビアに次く: 政府は Ⅹ 佗 年までの栽培全廃を掲げる｡

ガス パイプラ 労 年 2 月 9 日､ サンタクルス
ー カンピナス ( ブラジル ･ サンパウロ州) 間の開通式

イン 典が開か れ 4 月からブラジル へ の天然ガス輸出を開始｡ 総延長 2(耕) キロ ｡

対日関係

1 9 1 4 年 4 月 1 3 日国交樹立｡ 戦時断交を経て 5 2 年復交｡ 日本人ボリビア移住1 00 周

年記念式典が 舛 年 6 月 知 日サンタクルスで開催｡ 日本の援助累計 2α刀 億円｡ 舛

年はラ/てス
､

院 へ の ､

ロ

ハ ､ 小学校建設､ 地下水開発で無償援助を

決める｡ 98 年の対日輸出は 榔 万ドル､ 輸入は 1 億ドノk 在留邦人 2 対 人､ 日系人

約 9 5(カ 人 由8 年 10 月) ｡

軍 事
選抜徴兵制(1 年) ｡ 総兵力 3 万 2 5 00 人｡ 陸軍 2 万 仙 人､ 海軍 (海兵隊含む) 4 5(氾

人､ 空軍3(X 氾人｡ 労 年国防予算は1 億 文江) 万 ドル｡

財政 ･ 経済

労 年 6 月パリでボリビア支援会合が開か れ 支隆国は約1 0 億ドルの財政援助を決

定｡ 主要貿易相手国i 妹 国､ 英国､ アルゼンチン｡ 98 年の輸出は宝飾品､ 金､ 亜鉛､

大豆､ スズなど1 3 億ドル､ 輸入は機械､ 電気製品など 2 億ドルで ､ 貿易赤字は 9

億 ドルに拡大｡ 国内総生産 細 ) 成長率は4 . 7 % ､ インフ レ率は 4 . 4 % と安定｡

98 年未の対外債務残高は 叫 億ドル ｡ 外貨準備高は 10 億ドル｡

社会 ･ 文化

義務教育は6 -

1 7 歳で無料｡ 国立大学は各県 1 校｡ 識字率 鮨 % ゆ8 年) ｡ 主要紙は

エルデイアリオ､ プレセ ンシア (カトリッ ク系) ､ ララソン｡ ラジオ 別5 局､ テ レ

ピ4 8 局｡

出典: 時事通信

P) 他の援助国､ 国際機関等の計画

｢ボ+ 国は重債務国であり､ パ リクラブ債権国会議において過去6 回の債務救済措置が

実施されてきたが ､ 19 9 6 年には対外債務残高が約 叫 億 U S$ に達した｡ そ のため､ 1 舛7 年

9 月に､ 世銀/ 別『 による重債務貧困国債務イ ニ シアティ 和 D 由t 血出血Ⅴ¢の適応国

となり､ 多国間および二 国間援助において合計4 億 5 千万米ドルの債務削減が合意された｡

こ の ような状況におい て ､ 現在経済調整に基づく各セクタ
ー

の 改革が進められており､ 各

国際援助機関もこれに沿う形で協力を実施して い る ｡
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国際援助機閑による協力の概要は次のとおりである｡

援助形態 援助機閑 援助の概要

国際機閑

世界銀行

教育改革､ 保健改革及び法制度改革等に対して資金的 ･ 技術的支援を行
い
､
｢ ボ+ 国に対する

社 鞠 ) へ の最大資

欧州共同体委員会 教育改革､ 基礎衛生分野 (飲料水確保) ､ 流域管理 ､ 農業､

( E U) プロ ジ ェ クトを実施

国 連 開 発 計 画 国家行政の近代化のための各

叩 ) 農業､ 産業､ 運輸､ 通信､ 保建及び教育等のプロジ ェ クト実施

米 州 開 発 銀 行

(I D B)

保健改革及び教育改革への資金援助

現在 ｢ ロ
､ - ビスおよびセクタ ー の組織漁†ヒプロ グラム+

を実施

二国間援助

米国ⅣS A D )
民主†ヒ 経済活動参画へ の機会､ 保鼠 観 麻薬対策を協力の柱とし

て支援

ドイツ(G T 笥

｢ボ+ 国を/てイロ ッ ト国として ｢参加型開発と良い統治+ を促進するた

めの援助を積極的に実施

国家近代化 倣 別封ヒ 大衆参加法､ 法制度整備) ､ 社会インフラ整席

(教育改革､ 基礎衛生 ･ 保健) ､ 農村開発､ 環境保全､ 中小企業への小規

模融資を実施

オランダ
｢参加型開発+ に重点をおいたプロ グラムの実施

特に､ 国家および市町村開発に重点を置いた支渡を実施

スイス ｢農村生産性向上+ および ｢天然資源の持続的運営+ 分野を主体に実施

出典 : A I 血 瓦 地 0 1 野 Ⅵp 托

㈹ わが国の援助実施状況

わが国の ｢ボ+ 国に対する経済技術協力は､ 19 《) 年代に開始され ､ 199 7 年度まで の累

計は､ 技術協力 : 39 刀8 百万 円､ 無償資金協力 : 5 6 ,19 8 百万円および有償資金協力: 10 5 , 糾3

百万円となっ てい る｡

これまで の技術協力は､ 農牧業､ 保障 ･ 医療等の分野で､ 特に貧困層の 地位向上を目

的とした支援を行っ ており､ 開発調査において は無償資金協力との連携を視野に入れた計

画策定を実施して いる｡ 無償資金協力において は､ 保健 ･ 医療､ 農業､ 居住環境等の基礎

生活分野を中心に行っ て いるほか､ 近年は ｢ボ+ 国に債務削減措置が適応されており､ 新

規の 円借款供与を停止してい る状況にある ことから､ 農道整備､ 空港管制塔施設等の経済

イ ンフ ラ分野に対する協力も実施してい る｡

農業分野 へ の援助は食料増産援助を中心として ､ 7 件の無償資金援助が実施された｡

そのうち5 件は地方農村部の農道整備 (ポトシ､ ラ ･ パ ス ､ チ ュ キサカおよびオルロ の全

6 2 路線､ 2
,
63 稚 m ) であり､ 農村部地域住民の生活 ･ 文化および経済の向上に貢献して い

る｡ プロ ジェ クト技術協力としてl£水産 ･ 畜産分野を中心として 4 件実施され､ 現在住民

参加による土壌侵食防止計画が実施されて い る｡ 開発調査としては､ 6 件の農業開発計画

調査が実施されており､ 本案件の母体とな っ た ｢ ラ ･ パ ス県アチャカチ地区農村農業開発

B - 5 一



計画+ が 1 卵6 年から1 舛7 年にかけて実施された｡ 機材調達としては11 件実施されており､

農業基盤の基礎条件を改善するために種々の農業関連機材が供与されて い る｡

これまで のわが国の ｢ボ+ 国に対する農業セクタ ー

ヘ の援助実績は次のようにまとめ

られる ｡

農業セクタ
ー

へ の援助実績

協力形態 件名等 支出等

無簾資金協力

食料増産固執 76J刀 億円 (19 防 -1 労S)

養殖開発センタ
ー

建設計画 $1 方 億円(19 駈)
コチヤ〝 ン†州野菜種子増殖計画 14 .1 6 億円(19 $刀

ポトシ農道整備計画 7 5 8 億円(19 野)

家畜繁殖改善計画 7+2 4 億円(1 卿)

ラ ･ 〝ス農道整備計画 7 .6 7 億円(1 珊)

チュキ軸及び州八鹿道整麻計画 15 . 田 儀円(1 妙1)
加帖農道整備計画 7j 枯 億円(1 労2)

技術協力

'
且

(全分野) 14 9 名

短
' ､ 且

( 全加熱 1(方 名

( 全分野) 5 名 (1! 桃 年度から開始

日系
一

( 全分野) 2 名 (1 労7 年度から開始)

チ
ー

ム 派遣実績 (全分野) 1 件

研究協力 (全分野) 1 件

青年海外協力隊 (全分野) 42 9 名(19 刀 - 1 朔)内農林水産 即 名

プロジェ クト技術協力

ホ
'

リケ げ家畜繁殖改革19 釘 - 1 労の

ポげ げ水産開発研究ヒシタ1 1 労1 -1 9 9写)
ホ

■

リグイア肉用 嘲 1 排 - Ⅹ ⅨI)

クリ
′ ､ ､

林 ･ 侵 醐 1 賂 Ⅹ沿3)

開発調査

柑橘栽培地造成計画 1 舗2

チャげレ農菓開発計画 1 卯6 - 1 卯ワ

サ沖ア ､ 発計画 19 賂1 卿

森林資源管理計画 19 紗 -1!汐1

サカタル 甘
■

-

､

～ステム改善計画(1 努㌻1 朔)

ラ ･ J スヾ県汗ヤ紆地区農村農菓開発計画(1 淋 ･1 即

機材調達

測量環械 (1 姫) 1
,
田2 千 円 (農林省農林開発企画庁)

農塊具(1 呵 5 Ⅹ) 千円 臼チヤ〝ン小 手 崇式教場)

潅漑ポンプ (1 鋸乃 乙6 2 千円 日付†ン〝州立果樹栽培試射影

測量用器具 (1 姻) 1 ズ犯 千円 脚

日

'

普及用機材 (19 8 1) 3 8フ53 千円 脚

承198 2 - お) 1 1 卿 千円 ( 触

農業機材 (19 糾) 4 1
,佗6 千円 e … カ

ー

)

稲作普及用機材 (19 8 5) 4 β訂 千円 (熱
甘

ンケ)

(19 汐) 7 む叫2 千円 ( 鰍

細評究用機材 (1 労7) 封
,
1 糾 千円 功

●

プリ山
･レネ･

モレノ大学)

酬 睦漁掟機材 (1 努7) 5
,
封3 千円 (農業農村開発省)

出典 :刀C A 年報 :狐恥J巴 A

(5) 農業状況と農業政策

｢ボ+ 国の農業政策は､ 国家農業行政の主務官庁である農業
･ 農牧 ･ 農村開発省(1 郷

年当時は農牧庁) が ､ 19 9 3 年に発表した農業生産振興のための基本戦略の
一

つ ｢農牧部門

開発中期基本計画 1 舛4 -

1 卵7+ の基本プロ グラム である ｢中規模農村都市農業開発計画

むR O D A R C I) + を受け継ぐ形で実施されてきて いる ｡ 現在は､ 199 8 年 11 月に発表された

｢国家農牧農村開発政策+ により農業政策が推進されて い るが､ 基本的にlよ地方分権化に

よる大衆参加法を継承してい るため ､ P R O D A R CI により設定されたプロ ジェ クトを継続発
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展させる方向にある。

「国家農牧農村開発政策」の基本的な枠組みは次のとおりである。

＿　総合的、持続的および参加型開発の理論的枠組において、農村部における貧困

の客観的原因の解決を図る。

国家食糧保証へ寄与する。

生産や生産性増加および生産や市場の基盤改善への貢献や、社会的促進環境に

向けた行動を支援する。

農村経済開発の推進、生産支医業務の改善、食糧生産やアグロインダストリー

の連携強化の促進を進める。

南米大陸の統合や世界的グロバリゼーションの枠組において、競合力を伴う農

産物の輸出を維持推進し、農産物や畜産物そしてアグロインダストリーの製品

の輸出拡大や多様化の条件を整える。

コカ栽培の撲滅を目指して代替作物の計画を推進し、主要な不法生産地区にお

いて集中的にその活動を実施し、農村の人口流出地区やコカ栽培のポテンシャ

ルの高い地区においてプロジェクトを実施する。

「ボ」国における主用農産物の栽培面積の推移は次のようである。

C U LT IV D S 1 9 9 0 -1 9 9 1 19 9 1-19 9 2 1 9 92 -19 9 3 19 9 3 -19 9 4 19 9 4-1 9 9 5 19 9 5 -19 9 6 19 9 6 -1 9 97 1 9 97 -1 9 9 8 1 9 9 8 -1 9 9 9 1 9 9 9 /1 9 9 1

(p ) 0/0

TO T A L 1 2 5 2 9 5 6 1 ,3 5 0 ^ 6 0 1,3 6 3 2 5 2 1 ,4 4 0 ,9 6 3 1 .5 8 5 .7 6 4 1.6 63 .0 58 1 .80 9 .5 7 7 1 ,9 3 1 2 7 7 1 ,8 45 2 2 9 1 4 7 .3

C E R E A L E S 6 2 7 ,9 1 8  6 80 ,5 7 5  7 1 8 ,8 7 1  6 8 4 ,7 7 8  67 6 , 1 2 8  7 0 4 ,0 59  73 1 ,9 2 6  7 4 3 , 1 8 2  7 5 2 ,8 4 9 ll 9 .9

- A rro z e n c h a la 1 1 4 ,56 0  1 2 5 ,0 1 3  1 2 5 2 35  1 3 6 ,3 8 9  1 2 9 ,9 8 5  1 30 ,9 6 6  1 2 6 , 1 7 6  1 4 2 ,0 6 3  1 2 4 ,7 5 1 1 0 8 .9

- C eb a da e n g ran o 9 5 ,3 9 7  9Z 3 3 5  9 0 ,3 0 4  8 8 ,9 2 7  8 3 ,7 2 9  8 5 ,4 0 3  8 6 ,9 0 5  8 4 , 1 03  8 5 ,6 6 6 8 9 .8

- M a iz en g ra n o 2 3 4 ,69 6  2 8 1 , 1 2 9  2 8 7 ,1 4 0  2 8 7 ,8 3 0  2 7 2 ,5 6 7  27 8 2 2 8  27 6 ,7 2 1  2 4 9 ,7 50  2 6 3 ,6 3 3 112 3

- Q u in u a 3 8 ,7 9 1  38 ,7 0 0  3 8 ,5 1 8  3 8 , 1 9 6  3 6 ,7 9 0  37 ,4 9 3  3 8 ,6 8 0  3 7 ,7 1 4  3 5 ,9 6 3 9 2 .7

- S a g o 2 8 ,0 48  25 ,0 4 8  37 ,0 4 8  2 3 ,9 45  2 7 ,0 45  40 ,0 40  4 5 ,0 48  3 5 ,5 43  6 9 ,9 44 2 4 9 .4

- T rig o 1 1 6 ,42 6  1 1 8 ,3 5 0  1 4 0 ,6 2 6  1 0 9 ,4 9 1  1 2 6 ,0 1 2  1 3 1 ,9 29  1 5 8 ,3 9 6  1 9 4 ,0 0 4  1 7 2 ,8 9 2 1 4 8 .5

E S H M U L A N T E S 2 2 ,0 9 2  2 2 ,1 3 6  2 3 ,1 1 3  2 3 ,4 4 7  2 3 ,5 2 7  23 ,5 9 4  2 3 ,6 8 4  2 3 ,6 0 1  2 4 , 1 8 6 1 0 9 .5

- C a fe 2 2 ,0 9 2  2 2 , 1 3 6  2 3 ,1 1 3  2 3 ,4 47  2 3 .5 27  2 3 ,5 94  2 3 ,6 8 4  2 3 ,6 0 1  2 4 , 1 8 6 1 0 9 .5

F R LTTA LE S 5 3 ,5 7 5  5 5 ,3 9 9  5 4 3 5 7  5 4 ,4 42  5 6 2 7 5  5 5 ,7 9 8  5 6 ,8 43  5 7 ,2 79  5 7 ,5 0 2 1 0 7 .3

- B a n a n o 1 8 ,0 9 9  1 9 ,0 3 3  1 8 ,3 7 1  1 5 ,7 5 9  1 7 ,0 2 3  1 5 ,7 9 9  1 5 ,3 1 4  1 5 ,8 36  1 6 ,1 2 7 8 9 .1

- fl a ta n o 3 2 ,3 0 8  32 ,7 2 4  3 2 ,3 2 3  3 4 ,9 3 8  3 5 ,48 7  36 ,1 3 0  3 7 ,4 5 8  3 7 ,4 73  3 7 ,4 7 6 ll 6 .0

- V id 3 , 1 6 8  3 ,6 4 2  3 ,6 63  3 ,7 4 5  3 ,7 5 5  3 .8 6 9  4 ,0 7 1   3 .9 7 0  3 .8 9 9 12 3 .1

H O R TA U Z A S 4 4 ,6 8 9  4 4 , 1 1 3  4 3 2 71  4 3 ,5 6 1  4 3 ,2 0 9  46 ,1 8 0  4 8 ,3 02  4 7 ,4 5 4  4 8 ,3 7 1 10 8 2

- A rv eja 1 ｣ 9 6 0  1 2 ^ 4 1  1 2 2 5 9  1 2 ,6 9 5  1 2 ,5 62  1 ｣ 9 96  1 3 ,6 6 8  1 3 ,46 3  1 3 ,8 5 2 1 0 6 .9

- H a b a 2 72 6 0  2 7 ,5 2 4  2 6 ,9 6 4  2 6 ,2 3 0  2 5 2 4 7  26 ,8 27  2 7 ,6 8 1  2 7 2 74  2 7 ,8 7 5 1 0 2 .3

- T b rn a te 4 ,4 6 9  4 ,3 4 8   4 ,0 4 8   4 ,6 3 6   5 ,40 0   6 ,3 5 7   6 ,9 5 3   6 ,7 1 7   6 ,6 4 4 1 4 8 .7

IN D U S T R IA LE S 3 1 4 ,5 1 8  3 59 ,9 8 3  3 37 ,3 5 0  4 4 8 ,0 5 5  6 0 8 ,6 6 1  6 5 3 ,9 32  7 6 6 ,5 6 3  8 7 3 , 1 2 0  7 82 ,5 7 8 24 8 .8

- A Jq od o n 1 6 ,8 03  2 6 2 8 0  1 1 ,6 8 0  1 8 2 5 5  2 4 , 1 8 5  50 ,0 9 3  5 2 2 8 1  5 0 2 9 1  3 1 ,7 0 7 1 8 8 .7

- C a n a d e A z u c ar 8 3 ,6 6 9  79 ,8 3 5  8 1 ,5 8 5  8 0 ,0 1 5  8 6 ,5 1 0  8 8 ,8 6 0  9 1 ,8 74  8 6 ,7 6 4  8 5 ,8 1 4 10 Z 6

- G ira so i 1 0 2 1 7  2 1 ,5 0 0  2 0 ,1 5 5  2 3 ,0 3 1  6 0 ,0 0 0  4 1 ,0 00  8 9 ,0 0 0  1 4 3 ,3 50  1 0 1 ,5 0 0 9 9 3 .4

- M a n i 1 0 5 40  10 ,4 3 7  1 0 2 5 6  1 0 ,0 6 5   9 ,6 40  ll ,0 16  l l ,1 5 8  ll ,0 48  l l ,0 0 7 1 0 4 .4

-S o ya (1 ) 1 9 3 2 3 9  2 2 1 ,9 3 1  2 1 3 ,6 7 4  3 1 6 ,6 8 9  4 2 8 ,3 2 6  4 6 2 ,9 6 3  52 2 ｣ 5 0  5 8 1 ,6 67  5 5 2 .5 5 0 2 8 5 .9

U IB E R C U L O S 1 7 2 ,3 48  1 6 9 ,1 8 3  1 67 ,3 4 1  1 6 6 ,6 8 7  1 5 8 ,0 6 4  1 5 9 ,1 0 7  1 6 1 ,2 5 1  1 6 5 ,6 70  1 5 8 ,4 6 4 9 1 .9

- P ap a 1 4 0 ,0 5 3  1 36 ,8 8 7  1 3 4 ,8 9 4  1 3 3 ,6 6 0  1 2 4 ,9 6 5  1 2 5 ,7 0 3  1 2 7 ,6 6 2  1 3 1 ,78 7  1 2 4 ,8 48 8 9 . 1

- Y u ca 3 2 2 9 5  3 2 ｣ 9 6  3 2 ,4 47  3 3 ,0 2 7  3 3 ,0 9 9  3 3 .4 0 4  3 3 ,5 9 9  3 3 ,8 8 3  33 ,6 1 6 10 4 .1

FO R R A J E S 1 7 ,8 1 6  1 8 ,8 7 1  1 8 ,9 49  1 9 ,9 9 3  1 9 ,9 0 0  2 0 ,3 88  2 0 ,9 9 8  2 0 ,9 7 1  2 1 2 79 11 9 .4

- A lfa lfa 1 7 ,8 1 6  1 8 ,8 7 1  1 8 ,9 4 9  1 9 ,9 9 3  1 9 ,9 0 0  2 0 ,3 8 8  2 0 .9 9 8  2 0 ,9 7 1  2 1 ,2 79 ll 9 .4
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｢ ボ+ 国における農業的土地利用の内訳を見ると､ トウモ ロ コ シやコ メに代表され

る穀類と､ 大豆､ サ トウキピや綿等の 工業用作物の栽培のために､ 全農用地の83 % が利用

されて いる｡ 1 舛1 年から1 9 舛 年の間に約50 万 血 の農地が新たに開発されてい るが､ そ

の殆どが工業的作物の新規栽培に利用されており､ そのうち大豆とヒマ ワリの経営規模拡

大に費やされたことにな っ て い る｡

穀類におい ては､ トウモ ロ コ シ(穀類分野に占める栽培面積割合35 % ) ､ 小麦( 同 乃 %) ､

コ メ ( 同 17 %) ､ 大麦 (同 11 %) ､ 工業用作物においては大豆 (工業用作物分野に占める栽

培面積割合7 1 % ) ヒマ ワリ (同 1 3 %) ､ サトウキビ (同 11 %) とな っ ており､ トウモ ロ コ

シと大豆が大きな栽培品種といえる｡

穀類と工業用作物に続く作物としては塊根類 (ジャガイモ ､ ユカ) であるが､ 栽培

面積的に 8 .6 % を占めるに過ぎない ｡ また､ 野菜類や果物類等があるが全国的規模から見れ

ば数パ ー

セ ントを締める に過ぎない ｡

栽培面積が減少して い る作物としては､ 大麦､ キヌ ア ､ バナナ､ ジャ ガイモ等の伝

統的作物であり､ 商品価値 の高い作物へ と栽培形態が変化して いる ことが伺える｡

｢ボ+ 国全体における農産物の生産状況は次の ようにまとめられる｡

血

q ⊥lⅣ O S
1 甘 H まH 1 卸 1 兜 1ま辺 1 g 氾 1 払 1 耕 1笥●1ま6 1 妬 一1 部 1 弘 1 甘7 1 軌 1 強 1 弘 1 沖

l 蜘

1≦群那実H

%

q ≡F E 仙. ∈S 如 甘1 抽 加q 珊 2 Z 招詑 御 卿 卵 2 卿 卿

糾 ,1 野

抑

取 1 伍

1 ∞ 滞 74 8

0 軸 即 卯 帥 岬 00
,
7 00 糾 圃 盟 邦 桝 岬 ミ邑3

M a 丘即 卯 郷 喝 刀 3 卿 耶 5 脚 51 5 伸 卿 4 玉 q g 方 卿 1 1 a 5

Q 止 l 且 1 9 序 1 16 滞 1 9
,
1 苫 19 伸 1 8β1 4 即 恥 研 脚 御 1 1 4 5

叫 7 9 月望 乃J: 田 1 咽 王氾仰 糾J 方1 11 脚 1 31ぷ冶 97 伸 1 仰 7 1 訂 7

T 殆p 1 00 超 抑 1 喝 1苫 叩 1 2 耳方 岬 1 騨 7 1 7 5 伸 1 峨 13 a O

∈S ¶仙 人J叶Jl■∈S 0 曲 1 4β71 1 S
,
1 7 9 1 3 .1! B 1 9 21 6 岬 即 1 5 御 【 班 叩 1髄 2

R 礼爪 M S 由 耶 1 脚 1 卿 1 鳴 1 弱 1 00
,
Ⅷ 1 岬 1 岬 1 仰 1 ヨ)β13 1 岬 1 1 ㍊

R 如 卿 御 ∝ 眼 詑氏51 5 ま軌19 1 郷 喝 町 7 苫 7 p 芳 叩 1 1之3

W 1 7 月B 1 脚 左〉きお 剖` 以 王軌1 4 6 訂 7:お 孔 71 8 封 畑 星1 41 1石 2

舶 6 叫 1 7 月翌 1 4 即 l 1 4β乃 1 6 51 4 1 糾1 7 1 7 ぷお 1 脚 16 乃 1部翌2 1 唱β

H 血 耳 11 2 岬 朝 田 脚 抑 御 方 4 7 卿 噸 11 岬 1 胡

加 b 叩 4 7β1 6 即 ∞ 仰 畔 7 叩 喝 咽 恥ぶ方 缶J野7 171 .7

lト1 1 m 上S 柳 1 脚 6
,
罰 0 7

,
ま追 9

,
々1 1 3 タ1 4 訂きお 御 卿 1 4 超 11芳占

C 曲 由 肋 3 卿 ,
1 拡 a 租 1 (方 抑 3ぷ 8 芦 耶 4 御 膠 ぷ空 脚 即 砺β

触 d 11 ぷ和 卿 卿 2 42 別 57 即 即 カ ∝lJ7 00 11 4βp 軸 1 0 棚

M 如 12 卵 1 0′1 6 1 0 5 75 1 0 β13 9 β11 11 滞 1 珊 11 βけ 1 :㌍別 朗

軸 取 引8 3 4 a 4 田 4 81メ51 Ⅶ 吼 卯 榊 1 仰 ぷ 5 1
,
15 1β;お 仰 2 劫a 4

丁 触 軸 宙1 滞 ∝ 岬 引 印 鎗lぷ狩 ∝粍735 略 湖 (汚軌1 封 脚 卿 馴5

Ⅵ上 之 恥 肪4 卦 伸 引1 淋 卸 都 7 72 よ汁
.
7 79 剖 4 ガ 珊 翌81!冶 町2

R コ:択 入E S 他 1 即 翌 11 7 滑 11 9 51 0 1 翁 刀 6 1 叩 1 ヱ虐5 1 岬 1 31 J 溺 1刃 脚 1 弧 7

出典 : A m 血 丘 血 1 珊 ひ正

｢ボ+ 国全体での比較によると､ 農地の約 伽% を占める東部平原地帯の影響を強く受

け､ モ ノカルチャ
ー 的な様相を呈して いるが､ 地域的に分析すれば､ 各地帯区分の特徴を

生かした農業が展開されているとい える｡ しかし､ 伝統的な作物に対する栽培面積減少は

高原地帯を中心として急速に進行しており､ 耕作放棄から離農､ そ の結果としての都市圏

へ の人口移動を示すもので､ 地方農村部に対する抜本的な活性化対策を講じる ことが必要

であるとい える｡
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作) 調査地区における農業の現状と問題点

サ ンタクルス県は､ 東部平原地帯に位置し､ 平均気温 24 .3 ℃､ 年降水量 朗1 5 ⅡⅡn であ

り､ 乾期は4 月 ～ 9 月､ 雨期は10 月 ～

3 月と比較的明確な区分がある ｡ 乾期には気温も低

下し､ 最低気温は7 月で 18 .9 ℃となりいわゆる冬季を形成してる ｡ 雨期は高温多湿基間で

あり､ こ の期間に降水量の大半をもたらすこととなる｡ 地形は平坦であり､ 沖積層に覆わ

れ､ 地形 ･ 土壌及び気候条件にも恵まれ､ そのため広大な農牧業に適した土地を有して い

おり､ 大規模農業が発達してきた｡ 人口 も ｢ボ+ 国の 22 % を有し､ ラパス に次ぐ大都市圏

を形成して いる ｡ 県人 口の 63 % が市街地に居住し､ そのため農村部の人口密度は非常に低

い ｡ 本県の農地面積は全国の約 甜 % の 113 万叫 を占め､ 商品生産型大規模経営を中心と

し農牧業生産高は全国の約 刃 % を占め､ 農牧業の生産基地として重要な位置にある ｡

サ ンタクルス県の気象概鞄:1 労り

項 目 日1E R ≡巳 肌 l A Bl l M 此 J U N . J U L A G O . S E R m N ロu 以C .

関 帥¶) 45 .9 11 .8 1 盟 .6 :玉) .6 ∝〉.1 7 5 .1 21 .5 0 .0 岨1 刃 β 31 .9 1 封 .0 軽降水l 餌1 5

気温(℃) ;お .6 ;お.6 ;お.0 Zさ3 2 1 .7 劫 2 1 8 .9 空5 2 7 .1 ;お .2 ;おβ ;お.0 平均気温 糾 .3

サ ンタクルス県の人口構成

旺 $ コ和 m 1 錮7 1 湖 1 ま沿

肌 l ･に札IBl モ 岨⊥l日IE 1 汎 ト1 0 M B R E M u J 白1∈ ¶ m % ば) M Bl: 6 肌⊥J日1E

妄三 弧 如眈諒…･二
…
こ

･て
≡

≡ 血
√

･ 喜& 1 また拉-･ ■ン,〈ノノ .
妻徹 底 ≧三i--

‾
･三三託昆瓜隷ご

･ 謝 跳改 蛭車掌貰弓≡ 幽 由… 責苦 刑 由 融
:

芸当; 加 東- 竪･虎搾
■■･- 麦章 緬 由

;委譲讃 融 き毒妻き毒胞 書毒三ノ
≡献 言･.
三宝̀ 蜘 :

鵬 批 撫Z 1 .(X 沿 胡 ∝0 .11 4 鯛 題 1 .αi a ∝B 矧 . 6 D 5 ま) .∈広I 1 .( p 7 . 2 お 6 a 4 棚 5 a 4こ沿

W おI一石 :支I . 認 劫 朗1 1 8 .玉た :支Iヱ労 劫 . 軌 1 8 .3 45 題 .1 : B 2 2 a ) . 糾1 1 8 月託】

＼ 肋 J将ぷカ a 弼 a
一
部 知 ぶれ お

,
仰 Z ‡.8! B 5 1 邦 乙9 畑 糾,31 8

仇 b S l .7 75 2 7 .7t:6 2 4 . m 5 1 .g 翌 2 7 .7 4 4 別 .∝だi 5 1 . 旺 3 .0 2 7 . m 2 4 .1 12

臥月 n a 他 11 月支; 氏12 1 瓦16 2 11 ,2 打 6 .1 ∂ 已1 髄 11 ぷ万 0 .6 6 ,1:お 5 .1 花

妻 重 義
∴ ■■孟 重要1蛮至‾

ニ

室至喜そっ′J. 三` :
三u. ノ

J■∨･こ
言
J

･
1 ノ

･ ニ ,一_.. ご ‡
二 {三三
こ‾-‾
7
モ ∴

･ : 二戸:: ;-
＼

三≡･ノ･ :≡
;･
:
〝

-･･
)
芋
:

‾-
:
竺
;

Ⅵ 問
･

li 2 1 月お 11 ,3 72 9 ,溺B 21 .:支2 11 .まB 9 ,ま)4 2 1 βヰ1 1 .2 1 1
,
4 00 9

.
糾1

( コセl 血:6 5 1 .1 51 訂 .屁D 2 1 5 3 1 5 乙朗2 2 B .4 2 I 2 4 2 13 5 4 .1 5 7 3 .1 カ+:岩2 2 4 .ま方

知 :お. 禰 15 .3 ;7 1 3 ぷ和 盈 訓9 1 5 .1(翌 13 ,1 8 7 訂 . ま汀 1 .6 1 4
.
璧芳 13

,
(1Ⅰ】

肋 溺l .6 11 部 .ま汚 49 g 朽 10 1 .1 部 5 1 .1 2 1 盟 ,(】Z〉 1 佗+ の 5 -8 5 1
. ∝)1 封

.
7 76

伽 b 訪 . 腔 1 a 6 1 2 1 3 ,()∝) お .4 7 8 1 3 .5( B 1 之 の a 2 お 1 .5 1 3 灘 1 乙 脛

R 地 2 . 2 沿 11 , 湖 1 0 .2 訂 2 1 .⊆檻) 11 歴1 1 0 .1 ヱ 21 .71 2 1 2 1 1
,
7【方 10

.
∝お

0 . 蜘 11 0 .11 9 5 6 .辰治 弧45 1 11 0 ぷ朽 56 .8 1 0 5 a三芳7 1 1 0 ぷお 6 .3 思 幻1 王B
.
餌4

札 由 0 触 乃 ,3!沿 4 a 卸 凪 棚 81 .7 4 0 ヰl .匹9 訪 ,9 1 0 8 5 .1 騎 4 .8 4 6
.
7:l ) 三治

.
4 田

如 d 紬 11 2 ヰ7 6 .∝持 5 ,1 1 1 ,2 7 2 6 .1ロ7 5 .1t芳 11 却 0 .6 6 .1 a ) 5
.
1 7叫

M . M . 肋 1 6 .4 72 8 , 乃1 7 .7 71 1 6 .舶5 8 ,6 7 7 7 ,7 4 8 1 6 J訂2 0 .9 8 , 飾 7
,
7: 2

G 訂Il せ 1 臥投ナ1 部 . 油 16 ,4;お 14 .1(翌 31 .4 乃 1 6 .ま汀 14 5 乃 汲 まB 1 .8 1 7 . 漉 1 4
.S駁)

G u 耶 王お. 脚 14 , ∽ 1 2 .乃1 ; B .∝方 14 , 餌1 1 3 瀞 王9 .1 缶 1 .7 1 5 , 淋 1 3 . 肪

本県における総作付け面積は11 2 .6 万 b であり､ 19 舛 年におい て 1 卿 年の 2 .3 倍に

作付け面積が拡大して い る｡ 大豆､ 砂糖きび､ 綿､ 米及びソルゴの生産高は､ 全国の 7 割

以上を占めてい る｡ 特に､ 近年著しく生産量が伸びてい る大豆､ 米及びヒマワリの生産基

地として注目されて い る｡
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サンタクルス県における耕地面積の推移
lⅡ止 血

00 m 1 瓢 1 労= 1 労1 _ 憎 辺l l 馳 1 瑛迅1 1 誠 ･1 掛 1 1 鉛4 ･1 鮮 1 1 賂 1 琵応l l 瓢 1 労7 1 1 ∝防1 ま拇1 1 実拇･1 沸 1 甜 1!沿1 附

¶ m L 4 弧 7 即 日札1!お 珊 .≦逆7 伝道. 既 一打之570 抑 .
(玉9 1 .∽7 .9 a ) 1 2 1 2 . 神 1 .1 ;温 封7 三見4

C E R 邑札上S 1 乾411 2 お , 00 2 叩 ,1 器 2 租く光2 2 ヨ
,
ま汀 誠

,
4 肪 ∝B ,まB :≡の, 弱7 ま汀
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本県の農牧業の ｢ボ+ 国における重要性は非常に高いが､ 次ぎの ような克服す べ き問題

点を内包して いる｡

①

②

③

④

⑤

農業生産基盤 (道路 ･ 潅漑 ･ 排水施設) の整備が著しく遅れている

生活や流通のための幹線道路 ･ 地方主要道路の整備も十分でない

焼畑耕作等による森林の無秩序 ･ 無計画な開発が行われてい る

農業生産技術のレベルが低く､ 農業 ･ 畜産ともに生産性が低い

情報収集伝達､ 集出荷施設､ 農畜産物卸売り市場､ 輸送体制等､ 市場 ･ 流通機構

の整備が遅れて い る

⑥ 営農資金のための農業金融システムが不十分で ある

⑦ 自然災害 (水害 ･ 洪水 ･ 畢魅) による農牧生産の被害の恒常化

⑧ コ カ栽培農民に対する代替作物の提示が困難で ある

1 .2 ヤパカニ川右岸地域農業復旧計画計画

(1) 計画の背景

東部平原地帯にある本県は大豆､ 米､ サ トウキピ､ 牧畜等の
一

大生産地帯であり､

｢ ボ+ 国農業部門の中心的位置を占めて いる ｡ 米作の最優良生産地帯とな っ てい るのが ､

ヤパカニ 川右岸地域であり､ 特に日本人移住地とな っ て い るコ ロ ー

ニ ア ･ サ ンフ ア ン及び

ポリヴィ ア国内の高原地帯からの入植地 (国内移住地) で あるコ ロ ー ニ ア ･ ア ントガフ ァ

スタは稲作慶長地帯で､ 稲作の みならず大豆､ とうもろこ し､ 鶏卵､ 肥育牛等多角的な農

業経営を営んでい る｡ そのため､ サンタクルス県もこ の地域を稲作優良地帯として位置づ

け､ 小規模農家を中心とした稲作改善プロ ジェ クトを推進して い る｡

しかし､ 地域内には適切な排水路がなく洪水時には冠水等の被害が顕著にな っ て き

て い る｡ また､ 従来より稲作栽培 (殆 どが陸稲) は天水に依存して行っ てきて い るが､ 近

年徐々 に降雨量が減り､ 特に乾季 6 月 ～

1 0 月) には潅漑用水が不足するため ､ 生産性が

低下してきて いる ｡ この ため､ 新しい農地を求めて入植地北部に隣接する自然保護森林地

帯へ の乱開発が進んでおり､ 大きな社会問題とな っ てきてい る ｡ 一 方､ ア ントフ ァガスタ

地区は､ 農協組織が確立されて い るサンフ ア ン地区と異なり､ 農産物の 計画的 ･ 組織的な

集出荷が行われていない ため､ 不利な条件での農産物取引を余儀なくされて い る｡

かかる状況下 ､ サンタクルス県 としては県 の優良稲作モデル地域とも言える こ のヤ

パカニ 川右岸地域の既耕地で の生産性向上 ･ 農業経営安定のための基盤整備を実施する こ

とによ っ て ､ 北部に隣接する熱帯森林地帯の焼き畑農業等による乱開発を防止することを

重要課題と捉えて い る｡
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P) 地区の概要

1) 位置及び地形状況

調査対象地区は､ サ ンタクルス市から北西に約1 00 k m に位置し､ 南側は国道7 号線(グ

アビラ ～ コ チャバ ンパ街道) ､ 西側はヤパカニ 川､ 東側はサンカルロ ス ～ ア ントフ ァガ

ス タ間道路に囲まれた約 刃 , 00 α 払 の地域である ｡ 行政上はイチロ
ー

郡サンカル ロ ス市

(S a n C 血 00 , 托0 ViIl d a m ) にある｡ 域内には､ サンフア ン移住地(㌘ ,∝ 仇 a ､ 人 口 3 ,(X 氾

人)及びア ントフ ァ ガス タ入植地(19 ,7 ∝ ぬ ､ 人口 3(: 加 入) があり､ 全体として は稗益人口

約8 ,∝氾 人である｡

地形は標高かO m ～ 珊 m でヤパカ ニ川に沿 っ て南から北へ 約1/8 00 の緩勾配で傾斜し

て いる ｡ 部分的には緩く浅い谷や起伏が見られ､ 低地部は雨季の流水が溜まり沼沢地が

形成されてい る｡ この ような地形特性のため､ 土壌母材はヤパカニ 川の氾濫で新旧の堆

積による沖積土で形成されて い る｡ 土質は砂質土から重植質土と幅広い が､ 耕地土壌は

砂壌土から植壌土の複雑多義な分布を示す｡

乃 気象状況

サンフ ア ン移住地周辺は､ 雨季と乾季の区分が比較的明瞭なサバ ンナ気候区である｡

気温は年平均 別 .1 ℃､ 最高気温の平均は か .2 ℃ ､ 最低気温の年平均は19 .1 ℃ である ｡ ま

た､ 絶対最高気温は 43 . 2 ℃ ､ 絶対最低気温は 1 .0 ℃であるが､ 瞬間的には氷点下に下が

り霜が降りる こともある｡

サ ンフ ア ン移住地内観測所における 00 年間の 記録(196 1 ～ 2( 状) 年) によれば､ 本地区

の降雨特性は次ぎの ようにまとめられる｡

年間平均降水量 年間最高降水量 月間最高降水量 日最高降水量 年間最低降水量 月間最低降水量

1 卵3 皿Il 3 2 朗 Ⅷ 1 (氾2 ⅠⅢIl 275 ⅡⅡn 1
,
O l 血I m α Ⅲ l

1 兆1 ～ 2 ∝沿年間 19 81 年 19 81 年6 月 19 81 年5 月 1 9 8名年 19 8 8 年8 月
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サンフ ア ン移住地における気象条件の推移(1 鋸1 ～ 2αカ年)
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3) 農業の状況

サンタクルス市北部地域は､ 大豆 ･ 米等の穀物供給基地として農業が盛んな地域であ

る｡ 特に､ 稲作はイチ ロ ー

郡を中心に全国の作付面積の67 % ､ 生産量の 82 % を占める主要

産地とな っ て い る｡ 熱帯農業研究センタ ー

(CI 叩 によれi£ サンタクルス県の稲作農家数

は1 99 5 年では約 封 卿 戸であり､ うち8 .2 % が日系人専の外国人移住地を中心とした作付
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面積1 仙 a 以上の中 ･ 大規模機械化農家であり､ 残り9 1 .8 % が国内移住者を中心とした作付

面積1 仙 a 未満の 小規模農家である ｡

ヤパ カ ニ 右岸にある サ ン フ ア ン移住地内に は ､
｢ サ ン フ ア ン農牧総合協同組合

忙A B Ⅵ+ があり､ 組合員数は 116 名(2 脚) 年 3 月現在)であり､
1 戸当たりの農地面積は

1 5α払 ～ Ⅹ収l〟戸である｡ なお､
この組合員を含んだ移住地内に居住する日系人は 乃0 世帯､

74 0 名である ｡ サ ンフ ア ン移住地の環境は､ 移住地外の環境に比較して恵まれて いる こと

から､ 年々 ポリヴィア人の移住地へ の住居者が増加しており､ 1 卵7 年には 550 世帯､ 33 知

名とな っ て いる ｡

一 方､ ア ントフ ァ ガスタ入植地は､ 国内政策の
一 環として ､ アンデス高地に住むイン

ディオ対策として開発された国内移住地であり､ 移住者は高地出身のポリヴィ ア人で構成

されて い る｡ 現在同入植地は 加 の集落から成 っ ており､ 約 7 00 世帯､ 4 ,( 伽 名が居住し､

1 戸 当たりの農地面積は 伎) ～ 弧 Ia である｡

両移住地とも開拓地で あり､ サンフ ア ン地区は5 蝕〟区画で分譲され､ またアントフ ァ

ガス タ地区で は2 馳 〟区画で分譲された｡ 特にサ ンフ ア ン地区の 未開の低湿地帯は､ 移住者

の想像を絶する努力の結果､ 現在では優良な穀倉地帯と生まれ変わり､
｢ボ+ 国の農業部門

を支えるまで にな っ て いる ｡ 主な農産物は､ 米､ 大豆であるが､ サンフ ア ン地区ではこれ

以外に柑橘類､
マ カグミヤナ ッ ツも栽培されて い る｡ また､ 鶏卵､ 畜牛を含む複合経営を

行っ て い る農家もある｡

(司計画の内容

サ ンタクルス市北部 一 帯は同国の最優良農業地帯であり､
この 内､ サ ンフ ア ン日系移

住地及びポリヴイ ア人入植地アントフ ァ ガスタを含むヤパカニ 川右岸地域の約50 卿 h a に

おい て､ 農産物の生産性向上による農業経営の安定､ 及び農業協同組合を中心とした組織

的な農業生産体制を確立するため､ 潅漑施設整備及び連絡農道整備､ 集出荷施設､ 維持管

理用機材等の整備を実施する｡

本計画の内容として は以下の項目が挙げられる｡

1) 港概システム の導入

乃農地保全対策

3) 農道整備

4) 集出荷体制の確立

刃組合組織の強化

句施設維持管理

: 取水工 ､ 水路､ 溜池等の潅漑施設の建設

: ヤパカニ 川沿岸部の農地侵食区間の防御

: 移住地間の連携を図るための連絡農道の整備､ 改修

: ア ントフ ァ ガスタ入植地の集出荷施設の建設

: 水利組合を主体とした経済組合の設立

: 維持管理用機材の調達

これらの事業を実施する ことにより､ 両入植地 の農業生産性の増大､ 輸出作物の増産､

農業経営の安定､ 協同組合による集出荷体制､ 施設維持管理体制の確立が期待できる ｡
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㈹調査の概要

調査は大きく分けて下記の三段階で実施される ｡
･

托 胱 Ⅰ フィ ジビリティ肝侶)調査

･

触 Ⅱ 基本設計(B 心)調査
･

刑Ia 駆 Ⅲ 実施設計(D の)調査及び事業の実施

1) 田 雌 e I : フィ
ー

ジビリティ調査の実施

以下の項目につ いて既存の資料収集を行うとともに ､ 必要な現地調査を実施する ｡

a 気象及び水文､ 潅漑排水調査

b . 土地利用状況及び土地所有

c . 農牧畜業の現況調査

d . 道路網の状況

已

f
L

g

b
●

L

●

ム

農産物の作付体系と生産量

農業経済及び社会経済調査

農民組織と維持管理体制

流通システム と市場調査

自然環境調査

当該地域の関連開発計画及び地方開発計画

これらの調査結果より､ 開発基本計画(無償資金計画案) を樹立する

2) 触 Ⅱ : 基本設計(B 瓜)調査

上記の 開発基本計画に基づいて ､ 基本設計調査を実施する｡

a 本計画の必要性､ 緊急性､ 妥当性の確認

b . 各施設の基本設計調査

c . 事業費の積算

3) 抽 a 醍 Ⅲ : 実施設計調査及び事業の実施

両国間の交換公文(αN)後､ 以下の順序で事業実施される ｡

a 実施設計調査

b . 建設業者､ 調達業者の選定

c . 事業の実施

(5) 実施工程

本計画は初年度に開発調査､ 2 年次に基本設計調査､
3 ～ 4 年次に実施設計調査及び事

業実施が行われる こととなる｡

B - 1 5 -



作業項目

工 程 表

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

1 . 開発調査

2 .基本設計調査

3 .実施設計調査

4 .事業の実施

(6) 計画実施機関

本計画 の調査及び事業の実施機関は､ サ ンタクルス県q 加血 血 m 血1 坤 ぬ 血

S 皿 払 C n E) で ある｡ そ の他､ 地元農業組合町 岬 血 v a A 伊 叩 軸及び農牧農村開発省

帥 G D R : M 血is 血 0 血 A 紳 G 弧 血 a y D 鵡a m m O M )等､ 関連機関の協力の下に実

施される ｡

の 期待される効果

本プロ ジ ェ クトが実施された場合には､ 以下の ような効果が期待で きる｡

【直接効果】
一 地域内の稲作及び大豆の生産性が向上し､ 地域農民の農業経営の安定化を図るこ

とが出来る｡
一

溜池を建設する こ とによっ て洪水 の 一 時貯留が可能となり ､ 乾期の補助水源とし

て活用 し､ 水稲栽培の振興が図れる｡
一 移住地間の農道が整備され年中通行可能となり､ 農産物の輸送はもとより､ 両移

住地の時間距離が短縮さ ､ 流通体系の改善が図れる｡
- ア ントフ ァ ガスタ入植地域における集出荷場を活用した計画的な共同出荷体制が

創設される｡

【間接効果】
一 サンタクルス県におい て ､ 米の潅漑農業モデルがで きる｡
一 既耕地の土地生産性を高める ことによ っ て ､ 隣接する自然森林地帯の乱開発を抑

制する ことができる ｡
- プロ 技 ｢/ト規模農家向け優良稲種子普及 システム+ との連携を図る ことによっ て ､

より高い土地生産性の向上が見込める｡
-

サンフ ア ン移住地の栽培技術､ 農協組織体制等が周辺地域に拡大して いく｡
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(8)総合所見

サンタクルス北部のヤパカ ニ川周辺は､ 土壌にも恵まれ米 ･ 大豆の大生産地帯となっ

ており､ 特に米の生産は国全体の 鮒 % の シェ ア を占めて い る｡ サ ンタクルス県におい ても､

本地域を食糧生産基地のモデル地区として位置付け､ ｢ボ+ 国内の農業改善推進/てイ ロ ッ ト

プロ ジェ クトを展開しようとして いる ｡

しかし､ 本地区のように集約型農業経営は天候に左右される部分が大きく､ それに対

する予防策も不十分であり､ 非常に脆弱な生産体系を克服できずに いる｡ 特に ､ 最近の異

常気象による早魅被害が こ こ 2 ～ 3 年続いており､ 農産物の生産性は低下して い る｡ また､

小規模農家におい ては､ 畢魅による減収の ため農業投資資金調達に困難を強いられて い る

状況下にある ｡ この ため､ 北部未開地の森林保護地域 へ の農地拡大､ 乱開発が進行してお

り大きな社会問題となっ てい る｡

本プロ ジェ ク トは､
この ような種々 の課題を解決する ことによっ て ､ 地区内の既農地

を活用した安定的生産を確保するとともに､ 国土 の保全と良好な自然環境の保護を実施し

ようとするもの である｡ また､ 地区内には農協組織が確立して いるサ ンフ ア ン日系人移住

地があり､ その運営ノウハウを隣接するア ントフ ァ ガスタ国内入植地 へ 技術移転する こと

により､ より安定した農業経営を推進する ことが可能である｡
一 方､ サンタクルス県とし

ても優先度が高いプロ ジェ クトであると位置付けており､ 早期に本プロ ジェ クトの実現を

期待しており､ 我が国の技術及び資金援助を実施するに適した案件であると思料される｡
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1 . 現地写真

つ 州 ■ r‾‾二'

サ ン タ ク ル ス 県熱帯農業研究所( C I A T)

サ ン タ ク ル ス
ー

コ チ ャ バ ン パ 街道と サ ン

フ ア ン移住地を結 ぶ 幹線道路の 整備工事

が開始さ れ ､ 2 0 0 2 年 に は全面舗装 が完了

する ｡

且

ア ン ゴ ス ッ
ー

ラ 国内移住地

サ ン フ ア ン 日系移住地

ヤ パ カ ニ 川

一
J 照

一

←

サ ン フ ア ン ･ ヤ パ カ ニ 農業共 同組合

(C A IS Y)

√〉･･一■∴ ノ
‾



雨期 の 雨水を貯水する ため の た め池

各農家 ごと に 自力で 整備 して い る ｡

→

ア ン トフ ァ ガ ス タ地区の 焼 き畑

降雨期の 雨水を活用 して 水田 に転換さ れ た

湿 地帯｡

現 在さ ん フ ア ン 移住地 で は 陸稲か ら水稲栽

培 へ と転換が 図ら れ て い る ｡

ょこ』■

水田整備 の ため に設置され た排水路

ii



十

ア ン トフ ァ ガ ス タ 地区の ′ト麦栽培地

ア ン ト フ ァ ガ ス タ 地区の 主要水源で あ

る ホチ渓流

ア ン ト フ ァ ガス タ 地区の 幹線道路

く-

ア ン ト フ ァ ガ ス タ 地区 と サ ン フ ア ン 地区を

結ぶ連絡道路

ヨ

一＼(

iii



ホ チ渓流の 下流部

乾季 に は ほ とん ど水がなくなる ｢ ｡

ア ン ト フ ァ ガ ス タ 地 区 へ 内国 移 住 の た

め に入植 したイ ン デ ィ オ農家 ｡

ヤ パ カ ニ 川 中流部 の 流況

イー

ヤ パ カ ニ 川 と ス ル ツ 川 合流後の 流況

1 V



2．面会者リスト

在ポリヴィア日本国大使館：　山本　哲史（参事官）

下川　富夫（一等書記官）

水口　尚恵（二等書記官）

JICAラパス事務所： 永井　和夫（所長）

伊藤　圭介（農業開発担当）

Ministerio de Agricultura, Ganaderia y Desarrollo Rural:
Miguel SaumaRazuk (Director General)

Prefecturedel Departamento Santa Cruz:
HumbertoNazraCarrasco (Director)
*m 0 (jicA*«ff-!W!^)

Proyecto de Difusion de Semilla de Arroz de Alta Calidad para Pequenos Agricultores:
IHiD tt?£ C.TTCAWWSfc)

3．収集資料

AnuarioEstadistico 1999: INE - Bolivia
Plan Estrategico de Desarrollo - Municipio Ypacani: Centre de Tecnologia Intermedia

(CEDETI)
Difusion de Semilla de Arroz de Alta Calidad para Pequenos Agricultores de Bolivia:

CIAT
Estrategias Campesinas de Gestion Ambiental - YoSoy Don Anastacio Aavarro:

Municipio Yapacani
Estrategias Campesinas de Gestion Ambiental - Apuntes Sobre la Historia de Yapacani:

Municipio Yapacani
Boletin CAISY - Actualidad de la Cooperativa: CAISY Ltda.

サン・フアン農牧総合協同組合（CAISY）：
加藤　重則（組合長）

日比野　正靭（総支配人）

サン・フアン日本ポリヴィア協会：

池田　篤雄（会長）



4．要請書（案）

本要請書は調査団とサンタクルス県との協議により作成されたものである。

また、別添の書類は、以前に　MAGRD－JICA　において実施された

｢Meinramiento del Sistema de Mercado Aericola en Sallta Cru/ I及び

Control delas Inundaciones : Drenaje Norte と本プロジェクトは密接な関連性を有し、本プロジ
ェクトの実施は前記調査結果を具現するものであり、本計画の早期実現を対外

経済省（VIPFE）に対してサンタクルス県知事が要望したものである。



nUEECTUnA DEL DET/UlTAMENTO
SAHTACRUZ

Santa Cruz, Enero 22 del ano 2001

CITE Of. S.P. N° 029/01

Senor

Lie. Bernardo Requena B.
VICE MINISTRO DE INVERSION PUBLICA Y
FINANCIAMIENTO EXTERNO
MINISTERIO DE HACIENDA
LaPaz.-

Ref. Solicitud de Donacion de Estudio
de Desarrollo : Rehabilitation
Agricola de la Ribera Derecha del
Rio Yapacani CITE OF. DDDP No.
O61/2000 del Ol /Agosto/20OO.

De mi consideracion:

For el presente agradeceraosla respuesta a nuestra solicitud
mediante Carta VIPFE/DGIP/TER-02459/200 del 6 de
Septiembre del presente, en la cual se nos solicita informacion
complementaria con la finalidad de proceder con las gestiones
oficiales de financiamiento para el estudio de nuestra referencia
ante el Gobierno del Japon.

En tal sentido, hacemos de su conocimiento nuestra
respuesta comosigue:

A. Relacion entre el Estudio Solicitado con Estudios

realizados anteriormente:

1. El Plan de Comercializacion Fruti horticola

Este Estudio llamado oficialmente Estudio de Factibilidad para el

Mejoramiento del Sistema de Mercadeo Agricola en Santa Cruz,



Este Estudio llamado oficialmente Estudio de Factibilidad para el

Mejoramiento del Sisterna de Mercadeo Agrlcola en Santa Cruz,

tiene como objeto de estudio las condiciones de mercadeo de los

productos agricolas de la region asi como de los productos

importados. Las zonas de production de frutas y verduras entre

otros productos importaiites del Departamento de Santa Cruz, se

dividen en el Area de los Valles y Tierras Bajas. El Area de las

Tierras Bajas abarca la zona de San Juan de Yapancani, y la

zona ahora de Antofagasta, objeto de estudio de nuestra solicitud

actual.

La Zona de San Juan de Yapacani y Antofagasta son areas, cuyo

volumende production alcanza las 362 mil toneladas anuales de

frutas y verduras, las cuales no solamente cubren la demanda de

Santa Cruz, sino de otras zonas del pais como Cochabamba y

algunos mercados externos. Esta area es considerada la

Production de las Tierras Bajas de Agricultores en Gran Escala.

For lo tanto, nuestra presente solicitud de Estudio para

aprovechar las epocas de lluvia y utilizar este recurso hidrico en

epocas de estiaje, incorpora un componente de prevision asi

como de permitir el mantenimiento e incremento de la

productividad agricola en la zona de las Tierras Bajas, con la

finalidad de darle continuidad y permanencia a la oferta de esta

zonaproductora.

2. Estudio Sobre el Control de las Inundaciones: Drenaje Norte

Este estudio contempla eliminar el excedente de acuifero en

epocas de lluvias con la finalidad de evitar la inundation de las

zonas de production agricola, las cuales se ven seriamente

afectadas especialmente en estas epocas de avenidas.



Este Estudio del Drenaje Norte contempla el area de las cuencas

del Rio Grande y las Subcuencas de Yapacani y Pirai, lo cual

abarca 8,237 km2 en el sector de la Cordillera y 38,423 1cm2 en el

sector de la llanura.

He aqui el nexo existente entre este Estudio y nuestra actual

solicitud de Estudio en la Margen Derecha del Rio Yapacani,

donde se ubican las areas de las comunidades de Antofagasta y

San Juan de Yapacani, debido a que se plantea la necesidad de

que en epocas de lluvias permanentes se pueda aprovechar este

exceso de acuifero con la posibilidad de almacenarlo en areas

estrategicas con la fina]idad de ser utilizados en epocas de estiaje

en el riego de los cultivos predominantes en esta area.

B. En el punto 4-2, Fase 1 de nuestra solicitud original,

anadimos lo siguiente:

Estudio de Patologias de suelo y cultivos

Validacion de tecnologia existente y por aplicarse

Evaluacion Socio Economica

Sostenibilidad de la ejecucion de posibles proyectos

gen erad os

C. Costo del Estudio

Nuestra solicitud contempla la posibilidad de recibir Donacion de

Estudios. Lo cual implica la elaboracion del estudio de

factibilidad por empresas japonesas especializadas en el area,

luego de la designacion oficial que la Agencia de Cooperacion



Internacional del Japon (JICA) de acuerdo a los procedimientos

realizados en el Japon.

En este sentido, los costos en que dicho estudio pueda incurrir

son integramente cubiertos por el Gobiemo Japones, sin

embargo, como contrapartida local de la Prefectura de Santa

Cruz, tendremos que aportar horas-hombre del personal tecnico

de las diversas instancias que la Direccion General de

Coordinacion designe on su. oportunidad, en la eventualidad de

la aprobacion oficial de nuestra solicitud.

Por este motive, agradezco la cooperacion que su Despacho
tenga a bien otorgar al impulse de esta nuestra solicitud de
Estudio ante las instancias de la Cooperacion Tecnica Japonesa
en la Paz.

MuyAtentamente,

'020Z^ĈL
Jb0L

.onPrada Vaca Diez

ECTO DEL DEPARTAMENTO
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REPUBUCA DE BOLIVIA
PREFECTURA DEL DEPARTAMENTO

SANTA CRUZ
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COMUNICACION INTERNA

A

Ing. Humberto Nazra
DIRECTOR DPTAL. DFiSARROLLO PRODUCTIVO

Di: : Lie. iito Guide RojasMendoza
JEFE UNIDAD DE PU\NIFICACION ESTRATEGICA

REF CORRECCION DEL PROYECTO REHABILITACION AGRICOLA
DE LA RIBERA DERECHA RIO YAPACANY

Sefior Director:

Mediante la presente, hago llegar a usted el oficio VIPFE 02459/00 donde se
solicita complementer information a! Proyecto de referenda.

Sin otro particular motivo, saludo fa Listed muy atentamente.
^>
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REPUBLICA DE BOLIVIA
MINISTERS DE HACIENDA
Viccministcrio'dc Invcrsi6n Publica

.YFinanciamicnlo Extcmo

LaPaz, 06 SET, 2000
VIPFE/D GIPfTER-02459/2 000

Senor
Ing. Ramon Prada
PREFECTO DEL DEPARTAMENTO DE SANTA CRUZ
Santa Cruz.-

.'-/C. *_/-! i'\i£j£lrtst l~>i-Li\i- i_-> »v-i /'v.'l-' /.à"à".<">à"!Oy.yV<

Senor Prefecto:

For media'de la presents, tengo a bien dar respuesta a sy nota
OF.DDDPNo.061/200, mediante la cual solicita gestion de financiamiento para el
estudio de! proyecto de referenda ante la Cooperacion del Gobierno del Japon.

Al respecto, el Ministerio de Agricuitura, Ganaderia y Desarrollo Rural, ha hecho
conocer a este Viceministerio la prioridad del proyecto, mediante nota
MAGDR/UPC/No.292/2000. Sin embargo, es necesario que su solicited pueda
ser complementada con la siguiente informacion:

- Incluir en el documento la justification del proyecto, a partir del Plan de
Comercializacion Frutihorticola y Drenaje Norte, que actualmente se
encuentra en gestion de financiamiento con el Gobierno del Japon, en este
marco establecer el rol del proyecto, su participacion y relacionamiento con
los proyectos indicados.

- Es necesario, que en el punto 4-2, fase 1 del documento, se incluya el
estudio de patologias de suelo y cultivo, de validacion de tecnologia existente
y aplicada, evaluacion socioeconomica y de sostenibilidad del proyecto.



I

REPUBLICA DE BOLIVIA
MINISTERIO DE HACIENDA
Viccminislcrio dc Invcrsidn Publica

Y Financiamicnlo Exlcrno

Incluir el costo del estudio y detalle de presupuesto par tuente ae
fmanciamien to.

En este sentido, agradecere remitirnos dicha information para iniciar con las
gestiones pertinentes.

Con este motivo, saludo a ustcd muyatentamente.
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2 . エ クア ドル国ア ンプキ地区農村復旧計画

2 .1 エ クア ドル国の概要

(1) 自然概況

エ クア ドル 国は南米大陸の北西部北緯1
0

30
,
～ 南緯 4

0

3 0
,

､ 西経 7 5
0

～ 8 1
0

に位置 し ､ ほ ぼ中央部を赤道が通 っ て い る ｡ 南と東を ペ ル
ー と ､ 北を コ ロ ン ビ

ア と接し､ 西 は太平洋に面して い る ｡ 国土面積は 2 7 0 千 k m
2 で ､ 国土は自然条

件よりコ ス タ (太平洋沿岸地域) ､ シ エ ラ ( ア ンデス高原地域) ､ オリ エ ンテ ( ア

マ ゾン東部地域) 及 びガラパ ゴス 諸島域 の 4 地帯に区分され る ｡

気象特性として は ､ 北上する フ ンボル ト海流(寒流) と､ 南下する赤道暖流( エ

ル ･ ニ
ー

ニ ヨ)が 当国沖合い で会し ､ 気候 上の 重要因子を形成して い る ｡ こ れ に

より 南部は ペ ル ー

沿岸砂漠限界に続く半砂漠地帯､ 北部コ ロ ン ビア 寄りは熱帯

湿潤地帯を形成して い る が ､ 赤道暖流 の勢力 の消長が こ の 地域 の 洪水 ､ 辛魅に

大きく影響して い る ｡ 降水量は南部 ペル
ー 寄りで は 80 m m ､ 北部コ ロ ン ビア寄り

4
,∝氾 m m と地域差が大き い ｡

内陸部の 地帯の特徴は次ぎの よう にまとめられ る ｡

地帯区分 面積 ( 構成比 % ) 自然条件の 特色

コ ス タ 6 9 ,3 7 0 b n 2 (2 6 .4 % )

太平洋沿岸平坦地と ､ これに続くア ンデス 山 系西部の

傾斜地で形成され る地域で永年 の洪水堆積に よ る肥沃

な土壌を もつ ｡ 平均気温 は 2 4 ℃ ､ 1 2 月か ら 5 月が雨

期となる ｡

シエ ラ 7 2
,
92 0 b n 2 (2 7 . 8 %)

2 つ に分岐 した ア ンデス 山 系によ っ て形成され る高原

地帯で ある ｡ 北部 ､ 中部の土壌は概 して火山性で あり､

南部で は流出堆積によっ て 形成されたもの もある ｡ 洪

水問題は少な いが ､ 傾斜地の エ ロ
ー

ジ ョ ンが深刻な間

題となっ て い る ｡

東側 アンデス山脈 によっ て 多様な気候条件を有する ｡

平均気温は 1 0 ～ 1 8 ℃で ある ｡ 雨期は 1 0 月か ら 5 月 ､

年間降水量は 3 ∝血 m - 3 , ∝柑 m m と局所変化が激しい ｡

気象上 の 顕著な多様性 と､ 土壌 ､ 水の 制限要素がある

が ､ 殆どの 土地が農業牧畜 に利用されて い る ｡

オリエ ンテ 1 2 0;3 7 0 b n2 (4 5 . 8 %)

赤道地帯降雨パ タ
ー

ン として 3
,
00 0

-

6
,
000 皿 と多量の

降水量をもち ､ 平均気温 は 23 ～ 26 ℃で ある ｡

ア ンデス山脈の東方山裾およびア マ ゾン川上流 の 段丘

で は部分的な氾濫原 ､ 堆積に よるテ ラス 部を除い て 生

産性 の低い粘土地帯で ある ｡
一 般に環境的 に脆弱で あ

り ､ 底部地域の 常習的浸水とい う問題を抱えて い る ｡

E - 1 -



エ ク ア ドル共和国 の概要は次ぎの よう に まとめられる ｡

エ クア ドル共和国 の概要(1/2)

国 名 R e p ubli c a d el E c u ad o r (R e p ub li c o f E c u ad o r)

面 積 28 万 3 56 1 平方キ ロ

概 観
赤道下に あり､ 中央をア ンデス山脈が縦断 ､ 海岸低地 は亜熱帯 ､ 東の アマ

ゾン上流域は熱帯雨林 ､ ガラパ ゴ ス諸島も領有｡

資 源 石油 ､ 金 ､ 銀 ､ 銅 ､ 天然ガス

人 口 1256 万人 (99 年推定)

首 都 キト (Q ui t o) ､ 人 口 15 7 万人 (200 0 年)

主要都市 グアヤキル (2 07 万人) ､ ク エ ンカ (2 7 万人) ､ マチ ャ ラ (21 万人)

住 民 先住民と白人 の 混血 5 5 % ､ 先住民25 % ､ 白人 10 % ､ 黒人 10 %
号 圭左
口 P lコ 公用 語はス ペ イ ン語｡ 他にケチ ュ ア語な ど

宗 教 カトリ ッ クが 80 % ｡ 他に ブロ テ ス タン ト､
ユ ダヤ教

政治体 制 共和制｡ 大統領が最高権力者

憲 法 1979 年 8 月 10 日施行

元 首
大統領｡ グス タボ ･ ノボア (Gu st a v o NO B OA) ｡ 直接選挙制｡ 任期 4 年 ｡ 連

続再選禁止｡
20 00 年 1 月 22 日就任 ｡ 任期は 2003 年 1 月 15 日 まで

議 会 1 院制｡ 全国区 20 ､ 地方区 101 の 計 121 議席｡ 任期 4 年

内 閣 大統領が任免 ｡ 首相な し

主要政党 人民民主党､ キリス ト教社会党 ､
ロ ル ドス党な ど

国内総 生産 197 億 6 600 万 ドル (98 年) 】1 人当た り国民総生産 : 153 0 ドル ( 同)

通 貨

スク レ (S u c r e) ｡ 1 ドル = 2 万 500 0 スク レ (1999 年 12 月)

2000 年 1 月 9 日 に自国通貨を米 ドル紙幣に置き換 えるドル化政策実施
スク レ廃止 ( 米 ドル を自国通貨とする)

略 史

15 世紀 ･ イ ンカ帝国が征服｡

1 533 ･ ス ペイ ン領｡

18 19

18 30

･ 12 月 1 7 日､
コ ロ ン ビア ､

ベ ネズ エ ラとともに グランコ ロ ン ビ

ア共和国を宣言､

･ 8 月 10 日分離独立 ｡ 独立後 ､ 政変が繰り返される
19 72 ･ ク ー デタ ー

で 民族主義的軍事政権が成立｡
19 78 ･ 国民投票で新憲法を承認

19 79 ･ 8 月民政移管が実現 ｡

19 92 ･ 大統領選で共和連合党の シクス ト ･ ドゥ ラ ン元キ ト市長が当選

19 96 ･ 大統領選で ロ ル ドス党の ブカラ ン元 グアヤキル市長が当選
19 97

19 98

200 0

･ 2 月 ､ 緊縮政策で ゼネス トが起き､ 国会は ブカラ ン大統領の罷

免 を決議 ､ ア ラル コ ン国会議長を暫定大統領に選 出
･ 人民民主党 の ジ ャ ミル ･ マ ワ ( キ ト市長) が､

7 月 12 日の決選

投票で ロ ル ドス党の ア ルバ ロ ･ ノ ボアを退 け当選
･ 8 月 10 日大統領に就任
･ 1 月 2 1 日マ ワ大統領失脚
･ 1 月 22 日 ノボア副大統領が新大統蘭に就任

議 会

98 年 5 月 に総選挙 ｡ 党派別議席数は ､ 人民民主党 (DP ､ 中道左派) 32 ､ キ

リス ト数社会党 (P SC ､ 右派) 27 ､ ロ ル ドス党 (P RE ､ 中道左派) 2 4 ､ 民主

左翼 (I D ､ 同) 18 ､ パチ ャクテ イク (P NP ､ 先住民) 9 など｡

司 法 最高裁 ､ 高裁 ､ 地裁 の 3 審制｡ 死刑なし｡

地方行政 22 州 (P r o vi n ci a) ｡ 知事は公選｡

政 治

ブラ ジル の レアル切り下 げの影響で通貨スク レが暴落 ､ イ ンフ レが再燃し､

99 年 3 月に は新自由主義経済政策 の修正 を求めるゼ ネス トに発展 ｡
マ ワ政権 は非常事態を宣言し同 18 日に ア ラル コ ン前大統領を汚職で逮捕 ｡

7 月 にはマ ワ退陣要求デモ で再び非常事態を宣言｡
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エ クア ドル共和国の概要(2/ 2)
▼大統領失脚 : 通貨が 99 年初めの l ドル

= 700 0 ス ク レか ら2 万ス クレ台

まで下落､
マ ワ大統額は 2000 年1 月 5 日に非常事態を宣言し､ 9 日に自国

通貨を米 ドル紙幣に置き換える ドル化政策を発表 ､ 事態の打開を図っ たが ､

先住民らの 抗議デモは激化｡ 2 1 日には 国会な どを占拠し､ 軍部も加担 して

事実上のク
ー

デタ 一 に ｡ メ ンド ー サ統合参謀本部議長 ( 国防相代行) ､ パル

ガス 先住民連盟代表､ ソ ロルサノ元最高裁長官の 3 人が救国評議会を樹立
した｡ しかし軍 の支持を得られず､ 米国政府の 反発もあり ､ 同議長 は 3 時

間足らずで退き､ 22 日朝､ ノボア副大統領 を新大統領に就任さ せた｡ マ ワ

大統領は 辞任を拒んだが失脚 ｡
バルガス代表 は先住民を撤収させ た｡ 臨時

議会は同日､ 副大統領の 昇格を追認､ 新大統鏡は ドル化政策な どの踏襲を

表明した ｡

外 交
米国､ 中南米諸国との協調が基本｡ ペ ル

ー

との アマ ゾン地域の 国境紛争は ､

99 年 5 月 13 日国境線を最終画定｡

対日関係
1918 年 8 月 2 6 日 ､ 国交樹立｡ 戦時断交を経て 54 年 9 月 30 日復交｡ 98 年

の 対日輸出 2 億ドル ､ 輸入 4 億5000 万 ドル ｡ 在留邦人 410 人 (98 年) ｡

軍 事
選抜徴兵制｡ 兵役 1 年 ｡ 稔兵力 5 万 7100 人｡ 陸軍 5 万人 ､ 海軍 ( 海兵隊含

む) 4100 人 ､ 空軍 3000 人｡
99 年国防予算4 億 700 万 ドル ｡

財政 ･ 経済

99 年の 国内総生産 (G DP) 成長率は マ イナス 7 % (98 年ブラス 0 . 4 % ) ｡ イ

ンフ レ率 60 % ( 同 45 % ) ｡ 失業率 17 % ｡ 国民の 6 割強が貧困層｡

外貨準備は 13 億 ドル｡ 対外累積債務 13 0 億 ドル ｡ 1 月 に金融取 引税 ( す べ

て の 商取引に 1 % 課税) を導入 ､ 預金保護庁を創設 ｡

2 月 12 日対 ドル 為替バ ン ド制か ら変動相場制に移行 ｡ 3 月 8 日定期預金な

どを凍結 ｡ 銀行 の 破たん処理で 国民に根強い 不信 ｡ 2000 年度予算は､ 歳入

29 億 700 0 万 ドル ､ 歳出32 億 9000 万 ドル ( うち 54 % は債務償還) ､ 付加価

値税は 10 % か ら 12 % に ｡

▼債務不履行 : 米財務当局が救済を見送り､ 9 月未にプ レイディ債 の利払
い 44 50 万 ドル の債務支払い停止に追い 込まれた｡ 同債券の債務不履行は初

めて ｡ 農業 ( バナナ ､ カカオ､ コ
ー

ヒ
ー

.) ､ 石油 ( 日量約 38 万 バ レル) ､ 漁

業が主産業｡ 貿易国は米国 ､ コ ロ ンビアな ど｡

98 年の 輸出は 41 億 ドル ､ 輸入は 51 億 ドル で ､ 赤字 に転落｡

社会 ･ 文化

キト郊外の グア グア ･ ピチ ンチャ火 山やキ ト州 の トウ ングラワ火山 の 噴火

で被害が続く ｡ 義務教育は 9 年間｡ 識字率 90 % (95 年) ｡

主要紙 はエル コ メル シオ､ オイ ｡ エクア ドル ･

テ レ ビなど｡

出典 : 時事通信社

(2) 社会
･ 経済状況

｢ ェ+ 国はポリヴィ ア ､
コ ロ ン ビア ､ ペ ル

ー

及 びベ ネゼ ー

ラの 各国とア ンデス

共同体( A n d e a n C o m m 血 ty) を形成し ､ 地域経済 ･ 文化の発展の ために連携を深め

て い る ｡

｢ エ+ 国 の 人 口 は 1 99 0 年代か ら平均 2 % の 増加率で推移して おり ､ 20 0 0 年に

お い て は 1 2 .6 百万人とな っ て い る ｡ 主要都市の 人 口 は ､ ガヤキルが最も多く 2 0 7

万人 ､ キ ト 1 5 7 万人 ､ ク エ ンカ 27 万人 ､
マ チ ャ ラ 2 1 万人 で ある ｡

人口の推移 単位 : 千 人

1 99 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 i 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

A n d e a n C o m m u n 軸 92
,
8 7 8 9 4

,
8 3 3 9 6

,
7 9 8 9 8

,
丁7 5

l

1 0 0
,
7 7 2 1 0 2

,
7 9 2 1 0 4 .8 3 5 1 0 6 ,8 9 8 1 0 8 ,9 7 4 1 11 ,0 5 3

E c u ad or 1 0 ,2 6 4 1 0 ,5 0 2 1 0 ,7 4 1 1 0 ,9 8 0 1 1 , 2 ≧0 1 1 ,4 6 0 1 1 ,6 9 9 1 1 ,9 3 7 1 2 ,1 7 5 1 2 ,4 1 1 1 2 ,6 4 6

出典 : のB
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都市部と農村部の 人 口 比率で は､ 19 80 年代にお い て は農村部人 口 が過半数

を占めて い たが ､ 9 0 年代以降は都市部に 人 口 の集中が見られ ､ 20 0 0 年にお い て

は 6 3 % の 人 口 が都市部に集中する結果とな っ て い る ｡

人 口の 推移 単位 : 千人

1 9 8 0 1 9 9 0 2 0 0 0

U rb a n R u r al % U rb a n U rb a n R u r al % U ｢b a n U rb a n R u r al % U rb a n

A n d e a n C o m m u ni～ 46
,
9 6 7 2 7

,
2 1 1 6 3 .3 6 5

,
2 8 0 2 7

,
5 9 8 7 0 .3 8 2

,
7:氾 2 8

,
3 2 0 7 4 .5

E c u ad o r 3 ,7 3 9 4
,2 2 3 4 7 .0 5 ,7 7 5 4

,
4 9 0 5 6 .3 7

,9 3 0 4
,71 6 6 2 .7

出典 : Ⅱ)B

2 00 0 年 の 調査結果 に よる労働力人 口 は約5 0 0 万 人で ある ｡ そ の 内､ 農林水

産業に従事する 人 口 は 3 2 % の 15 9 万人 とな っ ており ､ 1 9 9 0 年以降急激な減少傾

向を示して い る ｡

国民総生産額 ( G D P) は 19 9 9 年にお い て 1 5 3 億 ロS $ とな っ て お り､ 1 9 9 0

年以 降腰調 に経済成長 を続けて きた もの の ､ 1 9 9 8 年か ら経済 の 鈍化傾向が顕著

となり ､
マ イナ ス成長 を記録する こ と とな っ た ｡ そ の ため 一

人 当たり G D P にお

い て も 2 0 00 年に は 1 ,2 3 3 U S $ と 8 0 年代後半の 値 に低下する結果とな っ て い る ｡

そ の 要因と して は ､ 政情 の 不安定に起因するイ ン フ レの 蔓延 と農産物価格 の 下

落に よる経済活動 の停滞に ある と分析されて い る ｡

部門別 G D P 構成 を見 る と ､ 農林水産業は1 9 8 0 年以降にお い て 構成率 を年々

低下さ せ て い るが ､ 近年やや持ち直し ､ 1 2 % 程度を維持して い る ｡ 全体的に見

て ､ 各部門と も大きく構成比率を変化させたと こ ろ は無く ､ 凡 そ平行移動で推

移して い る とい える ｡

G D P の推移

区 分 単位 1 99 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9

G D P . 百万 U S$ 1 2 ,9 7 4 .8 0 1 3 ,6 9 3 .
7 0 1 4 ,2 2 7 .8 0 1 4 ,6 1 2 .8 0 1 5 ,3 2 2 .6 0 1 5 ,7 1 3 .9 0 1 6 ,0 3 1 .5 0 1 6

,
6 1 2 .0 0 1 6

,
6 6 2 .8 0 1 5

,
3 0 7 .3 0

一 人当G D P U S $ 1
,
2 6 4 .1 0 1

,
3 0 4 . 00 1

,
3 2 4 .6 0 1

,
3 3 0 .8 0 1

,
3 6 5 .6 0 1

,
3 7 1 .2 0 1

,
3 7 0 ,3 0 1

,
3 9 1 .6 0 1

,
3 6 8 .7 0 1

,
2 3 3 .4 0

出典 : Ⅱ)B

部門別 G D P 構成の 推移 単位 : %

区 分 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 粥 将

農林水産 1 3 .4 1 4 .3 1 2 .7 1 2 .1 1 1 .9 1 1 .9 1 1 .9 1 2 .1 1 2 .0 1 2 .2

鉱 工 業 1 4 .8 1 1 .1 1 2 .6 1 0 .7 1 0 .5 1 0 .5 1 0 .6 8 .8 5 .6 1 1 .
4

製造 1 9 .4 2 0 .8 2 2 .0 2 1 .7 2 1 .7 2 1 .1 2 1 .7 2 1 .4 2 1 .9 2 1 .3

エ ネル ギ ー

･ 0 .2 ･0 .1 0 .1 0 .3 0 .3 0 .3 0 .3 0 .3 0 .3 0 .3

建設 4 .0 4 .5 4 .5 4 .9 4 .7 4 .6 4 .6 4 .6 4 .9 4 .5

貿易 21 .2 2 2 .
1 2 1 .5 2 0 .2 2 0 .4 2 0 .0 1 9 .4 1 9 .8 2 0 .2 1 8 .4

流通 ･ 通信 8 .6 8 .7 7
.8 8 .9 9 .3 9 .2 9 .1 9 .3 9 .6 9 .4

金融 9 .8 9 .9 9 .5 1 0 .4 1 0 .2 1 0 .6 1 0 .2 1 1 .2 1 2 .8 1 1 .9

政府 4 .7 4 .1 4 .2 4 .8 5 .2 6 .2 6 .8 7 .0 7 .1 5 .8

そ の他 4 .3 4 .6 5 .1 5 .9 5 .8 5 .7 5 .4 5 .5 5 .6 5 .0
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人種構成はス ペ イ ン系を中心とする ラテ ン人と先住民イ ンディ オとの 泥血

が 5 5 % ､ 先住民が 2 5 % ､ 白人系が 1 0 % ､ 黒人 1 0 % とな っ て い る ｡ 先住民で ある

イ ンディ オ系種族は 1 0 種族に及び､
コ ス タ地域に はア ワ族 ･ チ ャ チ族等 1 0 種

族が ､ オリ エ ンテ地域に はシ ュ アル族 ･ シ ノア族 ･ ケチ ュ ア族等 5 種族が ､ シ

エ ラ地域 に はケチ ェ ア族 ･ ア ワ族が居住して お り ､ おおむね地域毎 に定住化を

因 っ て い る ｡ 使用言語も種族毎 に異な っ て い る が ､ ケチ ュ ア語 に近い 言語体系

とな っ て い る ｡ イ ンディ オ の 構成比率の高い 地域はオリ エ ン テ地域で 6 3 % を占

めて い る が ､ 他の地域は 20 % 前後とな っ て い る ｡ 各地域 とも農村部に多く分布

し ､ 都市部で は1 0 % 以下 で ある ｡

｢ エ+ 国 の 貧困状況は ､ 貧 困地 図( L A G E O G R A F I A D E L A P O B R E Z A -

S e c r e t a d a T e c ni c a d el F r e n t e S o ci al
,
19 9 6) に よれ ば ､ イ ンディ オ の多く居住するオ

リ エ ン テ 地域 の 農村部に お い て 8 7 % に達 して お り ､ その 他 の 地 域 の 農村部も

7 0 % 以上 の 貧 困率を示し ､ 農村部にお ける貧困撲滅が大きな社会問題とな っ て

おり ､ 政府 の 重点施策として掲げられて る ｡

先住民分布と貧困状況

地域
イ ンディ オ構成率( %) 貧困 層構成率( %)

都市部 農村部 都市部 農村部

コ スタ 8 .6 2 2 .4 4 4 .2 7 2 .7

シ エ ラ 9 .5 1 9 .7 3 5 .1 7 4 .5

オリ エ ンテ 6 .7 6 2 .6 3 5.8 8 7 . 1

ガラパ ゴ ス 1 2 . 1 3 9.6

出典 : E c ロa d o r s u 托 山i 血d
,
2(糊) - 2(氾1

(3) 農業状況 と農業政策

｢ エ+ 国 の 農業生産は主として コ ス タ ､ シ エ ラ の両地域 で行われ て い る が ､

栽培作物や生産方式等に そ れぞれ の 立地条件を生かした農業生産を実施して い

る ｡ そ の 特色の概要は次ぎの ようまとめられ る ｡

地域区分 農業生産特性

コ ス タ

平坦 な地形と肥沃 な土壌 に恵まれ ､ プラ ンテ
ー

シ ョ ン型 の大 規模経営が多

く ､ 伝統的輸出農産物と される バナナ ､ カカオ､ コ
ー

ヒ
ー

の 他 ､ 米が生産 さ

れて い る｡ そ の 他と して 乳牛､ 肉牛飼育 ､ 牧草栽培も盛ん ｡

シ エ ラ

国内自給用農産物と して 麦類 ､ トウモ ロ コ シ ､ 馬鈴薯､ 豆類 ､ 野菜 ､ 果実等

が生産され る ｡ そ の他 に乳牛 ､ 肉牛飼育 ､ 牧草栽培｡
地形的制約 の ため戸当たり耕作面積は小 さく零細型営農が多くな っ て い る ｡

土地利用 で は､
わずか に 2 3 9乙が農業的に利用されて い る にすぎず ､ 残部は

樹林地及び熱帯森林並び に高山地帯の草生を形成する高原や草地で あ る ｡ 農業
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的土地利用は次ぎの よう にな っ て いる ｡

農業的土地利用構成

土地利用 区分 面積(1 ,0 00 b ) 構成比 ( % )

恒久的耕地 1
,
4 0 2 .0 1 7 .5

休耕地 ( ロ ー

テ
ー シ ョ ン) 8 6 5 .7 1 0 . 8

一 時作付け地 4 9 1 .0 6 .1

不作付け地 2 4 5 .3 3 .1

草地 5
,
0 2 2 .9 6 2 .5

合計 8
,
0 2 6 .9 1()0 .0

｢ ェ+ 国は降雨量 の絶対的不足 ､ 若しくは降雨期 の偏 りか ら当国農業で は旧

くか ら潅漑が行われて お り､ 1 4 6 0 年か ら 1 5 34 年にか けて ア ンデス地帯を支配し

て い たイ ンカ 民族は評価す べ き潅概組織を確立して い たと い われ る ｡ 近代 に至

り ､ 国は 1 9 3 6 年 に最初の 水法を制定し､ 19 44 年に は潅漑事業団を発足させ国営

事業の実施に 当た らせ た｡ 1 9 6 6 年に エ ク ア ドル水資源庁を創設し ､ 技術的､ 法

律的に亘 る 水資源管埋機能 ､ 水 資源政策策定機能を付与し､ 又 ､ 国家潅漑計画

策定を義務付けた ｡

潅漑開発事業に関 して は ､ 主管官庁で ある農牧省が コ ン トロ
ー ルせず､ 水

資源庁の 他コ ス タ の グアヤ ス州 ､ マ ナ ピ州 を始めとする 各地域 に別 に設立され

た地域機関が ､ 国家開発審議会と の直接協議を行 っ て 実施して い た ｡ こ の 体制

は 1 9 9 4 年 か ら実施され た政府機関機構改革 に よ っ て ､ 国 家水資源審議会

( C N R H ) に再編された ｡ そ して 以下 の地域組織が整備された ｡

水資源管理地域機関 管掌範囲

1 . グアヤ ス 川流域開発調査委員会(CEDEGE) グアヤス 川流域開発

2 . マ ナ ピ再開発セ ン タ
ー (CR姐 マ ナ ピ州開発

3 . リアス アイ ､ カ ニ ヤ ー ル ､ モ ロ
ー ナ ー サ アス アイ ､ カ ニ ヤ

ー

ル モ ロ
ー

ナ
ー

サ ンテ ィ アゴ

ンティ アゴ州経済復興セ ンタ ー

”

(CREA) 各州

4 . エ クア ドル南部地域開発計画(P REDESロ且)

5 . シ エ ラ中部地方事務所(CORSICEN) チ ム ボラソ､ ト ウン グラワ ､ コ トバ クシ ､ パ ス

タ
ー

サ各州

6 . シ エ ラ北部地方事務所(CORSINOR) ピチ ンチ ヤ ､ イ ン バ ブ ー ラ ､ カルチ ､
エ ス メ ラ

ル ダス ､ ナボ､ ス クン ビオス各州

7 . エ ル ･ オ ー ロ 地域開発事務所 エル ･ オ
ー

ロ 州

(4) 農業の 現状と問題点

｢ ェ+ 国政府は今まで の 石油に過度に依存して きた産業経済構造を是正し ､

農業部門振興 へ 大きく再転換を迫られる こ ととなり ､ 過度の 石油依存か ら脱却

し ､ 輸出産品 の 多様化 ､ 生産の 増大を図る こ とを主眼とす る経済構造調整を推

進して きた ｡ 国家開発計画( ア ジ ェ ンダ) で は､ 農牧部門の低生産性を分析 ､ 問題
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点を次の 10 項目 に整理して い る ｡

a . 農牧分野 の 不適切な方地理 ､ 規制 の 改善

b . 機関内､ 機関間の協調不足

c . 生産振興の ため の 総合的プロ ジェ ク トの 不足

d . 基本資機材の 国内生産及び品質管理 の 不足

e . 農業分野 の 調査 ､ 技術移転の 不足

£ 研究機関と技術機関及び生産者間の連携不足

g . 農業融資の 不足

h . 港概施設 の不足

i . 流通施設 の 不足 ･ 不備

j . 農業を支援する投資や施設維持管理 の不足

2 . 2 アン プキ地区農村復旧計画

(1) 計画 の 背景

ア ンプキ地方は ｢ エ+ 国の シ エ ラ地域北部に位置し､ イ エ ズス 会によ る黒

人 を中心とした開拓地(1 8 7 0 - 1 9 0 7 年) で ､ 村落共 同体を形成して い た｡ 1 9 6 4 年の

農地改革法に よ っ て 土地 の 所有が認められ ､ 水利組合を基幹とする 生産組合を

組織化した ｡ 基幹的な潅概施設は 1 9 6 0 年代に ほぼ整備を終えて い る が ､ 当時よ

り現在皇で数十年経過 して い る ため施設 の 老朽化が激 しく ､ 伝統的農法 に依存

する部分が多く ､ 農業経 営 の 近代化に大きく立ち後れ ､ また 生活環境基盤も初

期の状態の ま ま充分に整備されて い な い状 況 に ある ｡

こ の ような 状況に対処する ため ､ 本地域の潅漑施設全体の再整備を図り ､

市場や コ ミ ュ ニ ブィ
ー

･ セ ンタ ー

の 建設 ､ 農村簡易水道､ 維持管理機械の整備 ､

技術指導､ 環境保全管理等総合的に集落整備を推進する こ とに より ､ 当国 の 農

村整備の 近代化モ デル地区とする もの で ある ｡

｢ ェ+ 国に お い て ､
こ の 種の 総合プロ ジ ェ ク トの実施は政府の 地方農村 の

振興を図 る基本政策で あり ､ 最優先度を与えられて い る ｡ しかし ､ そ の た め の

投資は大き い もの で あり ､ 国家は現在公共支出を緊縮する状態に あり ､ そ の 投

資額を準備で きない 状況 にある ｡

従 っ て ､ ｢ エ+ 国で は ､ 農村地域の再活性化を推進する ための/てイ ロ ッ ト的
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な基礎部分の技術的及び資金的な支援を日本に対して要請す る こ ととし ､ ア

ンプキ地 区の 計画の 推進を強く要望して い る ｡

(2) 地区の 概要

1) 位置及び気候

ア ン プキ地 区は､ 首都キ ト ー

より北方約 1 3 5 K m に位置 し､ イ ンバ ブラ州 北

東部 ､ チ ョ タ川 の 両岸地域 で ､ ポリ バ ー

ル ､ ピマ ン ピロ 及びイ バ ラの 各県 に跨

っ て い る ｡ 地理 的には ､ 北緯 00
0

2 6
,

- 00
0

2 9
,

､ 東経 7 7
0

4 6
,

一 7 7
0

5 7
, に位置

し ､ 地区内はチ ャ ルグア ヤク ､
エ ル ･

フ ンカル ､ カルク エ ラ､ ア ン プキ ､ サ ン ･

サル フ ォ ンソ ､ ツ ンバ ツ ､ プシル . チコ 及 びプシル ･ グラ ンデの各市町村か ら

なり ､ 現在約 1 ,1 00 h a が潅漑されて い る ｡ 標高は南部上流域は 1 ,7 00 m ､ 北部下

流域は 1
,
6 7 5 m で ､ 東部に フ ンカル 及び ピキウチ ョ 各町 ､ 西部は ア ン プキ及 び

サ ン ･ アル ホ ン ソの 直線が境界線とな っ て い る ｡

年平均気温は 19 ℃ ､ 年降水 量 4 5 0 m m で ､ 乾燥熱帯気候ある い は半乾煉気候

で ある ｡ 地 区内の 植生は ､ ア カシ ア樹､ 豆科樹 ､ サ ボテ ン等 の樫木系耐乾性種

が多い ｡

2) 水及び土地利用状況

ア ンプキ港概 シス テム の水 は9 5 % が潅漑目的として使用され ており ､ 残り 5 %

が産業および家庭用生活水として 利 用 され て い る ｡ 特に エ ル ･ フ ンカル ､ チ ャ

ル グアヤク ､ チ ャ ル ブエ ラ及 びベ ル メ ハ ル の 各集落で は上水道がな い ため ､ 飲

料水として も利 用されて い る ｡

農業的土地利用は畑地として活 用され ､ 潅漑面積 の約 9 2 % が短期栽培作物

(豆類 ､ 野菜等) で ､ 残り 8 % が永年作物(サ トウキ ビ､ 果樹等)が栽培され て い

る ｡

作物名 栽培両横(b a) 割合(%)
･ 短期作 イ ンゲ ン豆 83 2 74 . 5

トマ ト 162 1 4 . 5

鞘イ ンゲ ン 12 1 . 0

野菜類 10 0 . 9

その他 10 0 . 9
･ 永年策 サトウキビ 23 2 . 1

果実類 46 4 . 1

そ の他 22 2 , 0

計 1
,
1 17 100 . 0
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(3) 計画の 内容

本計画は､ 権欄シ ステ ム の 全面的な復旧を実施する ととも に ､ 市場及び地

域社会セ ン タ ー

の 建設 ､ 農村簡易水道の整備 ､ 維持管理機械の整備 ､ 施設 の 維

持管理 ､ 環境の 保全管理等を実施する こと に よ っ て ､ 地区全体 1 ,2 0 00 a の 総合開

発を図る もの で ある｡ これ に よ っ て 直接利益を受ける 人 口は約4 ,2 00 人(6 00 世帯)

で あるり ､ 事業内容は以下 の 通りで ある ｡

1)農業イ ンフ ラ整備:権慨水路 ､ 井戸 ､ ため池等の復旧

2)農村イ ン フ ラ整備:簡易水道の整備地区内農道 の 整備 ､
コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

タ
ー の 建設

3) 農地保全整備 :排水路改善による農地保全

4) 市場
･ 流通整備 : 農産物集出荷場の 建設

5)環境管理
･ 保全 :水質管理計画樹立

(4) 実施上程

本プロ ジ ェ ク トは緊急性が高い ため ､ 日本の無償資金協力を前提に ､ フ ェ
ー ズ Ⅰ は開発調査 ( ⅣS) を実施し ､ フ ェ ー ズ Ⅱ にお い て は基本設計調査( B/D )

及 び実施設計調査P の) ､ フ ェ
ー ズ Ⅲ にお い て 建設工事実施を計画して い る ｡

(5) 計画実施機関

事業責任機関は､ 国家水資源審議会(C N R Ⅱ) で あり ､ また事業実施機関は農

牧省北部高地事務所( C O R S Ⅳ O R) で ある ｡

(6) 総合所見

｢ エ+ 国政府は貧困撲滅を主要な政策として い る ｡ 特に ､ 貧困層の主要な

構成要員で ある イ ンディ オ等 の 先住民族に対する生活環境及び生産環境 の改善

を最優先課題とし ､ 農畜産部門の 生産及び生産性の 向上を中心とした総合開発

プロ ジ ェ ク トを推進する こ と に より ､ 先住民族の 地域定住化と生活 の安定化を

目指して い る ｡

先住民お よび貧困地域対策として国家開発計画に位置付けられて い る本プ

ロ ジ ェ ク トは､ 地 区の 黒人住民 の 生活水準を レ ベ ル ア ッ プす る こ とに より地域
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定住化を促進しようとする も の で あり ､ 国家施策の推進を図 る プロ ジ ェ ク トで

あ る ｡

こ の プロ ジ ェ ク トの 実施に より ､ ア ン プキ地域住民 4 ,2 00 人 ､ 約 6 00 世帯

が直接袴益を受ける こ とに なり ､ 間接的に は商業､ 建設業 ､ 製造業､ 職人及び

一 般共同体で ある教区の約1 5 0 ,0 00 人が利益を受けるもの で ある ｡

こ の よう に本プロ ジ ェ ク トは国政で ある先住民 ･ 貧困対策に協力で きる 計画

で あり ､ ｢ エ+ 国の 本計画 に対する優先度も非常に高く ､ 第三 国 の援助がな い状

況下で は､ 我が国が協力する に十分な効果が有る と思慮する も の で ある ｡

2 .3 そ の他の情報

｢ オ ロ 州サ ンタ ロ サ地 区小規模港概改善計画+

オ ロ 州 は エ クア ドル 国の南西部コ ス タ地 域 に位置し ､ 熱帯性気候 の基 にバ

ナナ ･ マ ン ゴ ･ サ トウキ ピ ･ 水稲等が栽培される農業地域 で ある ｡

サ ン タ ロ サ 地 区は オ ロ 州 々 都 の マ チ ャ

ラ市の東部に広がる 平野部に位置する ｡

同地 区内には 4 カ 所 ( パ サ へ ､ グアポ､

ア レ ニ ー ジ ャ 及びサ ンタ ロ サ) の 水利組織

があり ､ 3 0 路線の 幹線用水路 に より3 ,6 5 0 b a

を港概して い る ｡

サ ン タ ロ サ地区 の 受益農家は 1
,
7 3 6 戸 で

あるが ､ ほとん どの 農家は 1 0 b a 以下 の 小規

模農家で ある ｡

本地 区の 潅漑施設は 19 6 0 年代に 整備されたが ､ 老朽化 が激 しく ､ また洪水等

の被害に よ る水路機能不全箇所が多く ､ 地域 農業振興 に大きな障害とな っ て い

る ため ､ 日本の技術協力や資金協力 により ､ 施設 の リハ ビリ テ ー シ ョ ンと営農

環境の 近代化を図りたい として い る ｡

E - 1 0 -
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1 . 現地 写真

→

スリット式 の 取水 口を設 け､ 取水後は 5 00 m の

水路トン ネル となっ て い る｡

水路トンネ ル 後の 幹線水路｡

幹線水路は 全線三 面 コ ンクリ ー ト舗装がなさ

れ て い るが
､
老朽化 が激しく､ 漏水や 不 通箇

所が多い ｡

ア ンプキ地 区の 水源 であるチョタ川 の

取水地点 ｡

水利 組合員 による導水路の 再構築｡

毎年取水期 に共 同で整備を行 っ て い る｡

重機械がな いた め全 て人力施 工 ｡
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幹線水路沿 い の テヤ ル ガヤク集落

幻

--→

ア ン プキ 地区 の 各集落 で は潅漑用水は 生活

用水として 利用され ､
地域 用水として の 性格

が強 い ｡

チ ョタ川左岸地 区の遠景 ｡

右岸 地 区 へ 配 水するための チョタ川横断サイフ ォン ｡

11



→

支線水路 へ の 分岐部｡

サイフ ォン となる部分｡

. ず

璃占

同集 落の 中心部 ｡

生 活用水としての 支線潅漑用水路 が集落内

を走 っ て い る｡

洪水 により破損した水路橋の 補修状況｡

水利組合員 による直接施 工 ｡
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→

右岸 地 区 で の 伝 統 的農法( 畜力) によるサト

ウキビ畑 の 耕転状況｡

→

渓流からの幹線用水路 へ の取 水状況 ｡

包

右岸 の ツ ン バタ集落

オ ロ 州水資源管理 事務所



→

地 区内幹線農道 の状況

未舗装/ 未整備 の ままである

支線用水路 へ の ゲ ー

トコ ントロ
ー

ル 部 ｡

吉r 卿

て表軒

→

同上 の頭 首 工 部分｡

洪水 により破壊されたままの 取水堰 ｡
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Proyecto de Riego "Coop. Defensores Orenses": Consejo Provincial de El Oro
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4．要請書（案）

本要請書は調査団とcoRSINORの協議により作成されたものである.



1. CONDICIONES GENERALES DE LA REPUBLICA DEL ECUADOR

1.1. CONDICIONES NATURALES

La Republics del Ecuador se encuentra ubicada en la parte
noroeste del continente Suramericano, en la latitud 1° norte 5° sur y
el la longitud 75° - 81° oeste; el Ecuador la atraviesa por el norte de
su capital, Quito.

Sus llmites son : al norte y noroeste con la Republica de Colombia,
al sur y sureste con ia Republica del Peru y al oeste el Oceano
Pacifico. (ver anexo 1 )

La superficie territorial es de aproximadamente 270.000 Km2, y se
constituye con 20 provincias y la Islas Galapagos.

Segun las condiciones topograficas y climatologicas el pais se
clasifica en cuatro regiones bien definidas.

REGION PORCENTAJE

Costa (region costera) 25.6%
Sierra (region montanosa) 25.9%
Oriente (oriente) 44. 5%
Islas Galapagos(regi6n Insular) 3.0%

Estas regiones estan divididas por la Cordillera de los Andes, que
atraviesa el pais de Norte a Sur y las Islas Galapagos que se
encuentran distribuidas en el Oceano Pacifico.

La "Costa" se extiende desde el oeste de la cordillera de los Andes
hasta el Oceano Pacifico. Es relativamente plana y su altura no
sobrepasa los 300m. La parte Norte se caracteriza por ser una zona
lluviosa de alta temperatura; al contrario, en la zona Sur predomina
el clima seco.

La "Sierra" es de unos 100 a 200 Km.de ancho. La cordillera de los
Andes se extiende a lo largo de toda la sierra, de norte a sur,
dividiendola en dos subfranjas; los campos agricolas se distribuyen
en toda ei area. Ei ciima de ia sierra es reiativarnenie tempiauo, a
pesar de su considerable altura y de estar localizada en la region
ecuatorial.



tl "Uriente" es un area de clima tropical que se extiende desde la
zona oriental de la cordillera de los Andes hasta la zona
amazonica.

El clima difiere grandemente, dependiendo de la region, la
complejidad de la configuration terrestre, la corriente fria de
Humbolt, la calida del Nino, etc.

1.2 DEMOGRAFIA

0 Datos Poblacionales

Segun la information obtenida en el Censo de 1990, la
poblacion estimada del pais fue de 9,648,000.00 habitantes, y
la tasa de crecimiento anual fue 2.25% en relacidn al censo
de 1982. Del total nacional, el 55.4% (5'344.992 Hab) se
encontraba distribuido en el sector urbano y el 44.6%
restante (4'303.008 Hab) en el rural.

b) Distribution Poblacional

La distribution poblacional por grupo de edad, segun el
Censo Poblacional de 1990, es la siguiente:

Grupo de edad Proporci6n(%)

0-14 anos 38.0
1 5-24 anos 20.3
25-64 anos 36.6
> 65 4.3

c) Poblacion Economicamente Activa

La poblacion economicamente activa PEA (mas de ocho
anos) fue de 3'360.000 Hab., la tasa de empfeo fue de 1.3%,
mientras que la tasa de desocupacion entre la PEA es de 3%.

d) Tasa de crecimiento poblacional anual

La tasa de crecimiento poblacional anual durante los pasados
10 anos (1980-1990) fue de 1.6 % y la densidad poblacional
de 35.5 Hab/km2.



e) Proyecciones poblacionaies para el periodo 1990-2000

La proyeccion de la poblacion total del Ecuador se ha
estimado en base a las tendencias historicas de mortalidad y
fecundidad, tomando en cuenta las proporciones del
crecimiento que corresponden a las provincias, tanto para el
area urbana como rural, segun el Censo de poblacion
r0zt\i-rz»rin on 1 QQHrealizado en 1 990.

De acuerdo con los datos proporcionados por dicho Censo,
se desprende que, para el ano actual (1997), la poblacion del
Ecuador seria de 11*933.858 Hab. aproximadamente y para
el ano 2.000 de 12'646.095 Hab. ;de los cuales el 50%
(6'325.547 Hab) se estima estaran en la Costa, el 44.3%
(5'597.750 Hab) en la Sierra y el 5.7% restante (513.800
Hab) en la regiones Amazonica e Insular.

Entre los anos 1990-2000 la poblacion urbana, debido a su
mayor ritmo de crecimiento (3.6%, promedio anual), pasara a
significar el 64% de la poblacion Ecuatoriana en el ano 2000
(en 1990 signified el 54.4%); en tanto que la poblacion rural,
que incluso sufrira una disminucion en terminos absolutos,
pasara a representar el 36% restante.

Las regiones Sierra y Costa, con tasas de crecimiento
similares a su poblacion urbana (de atrededor de 3,5%
anual), experimentaran una ligera disminucion de su peso
relative, de 2.1 a 2.9 % en el periodo. En tal caso, la costa
conservara su calidad de region mas "urbanizada" del
pais.

Las provincias de Guayas, Pichincha y Manabi
demograficamente las mas grandes del pais creceran en
conjunto a un ritmo promedio anuai mayor que el resto de
provincias del pais, por lo que en el ano 2.000 tendran
habitando en ellas al 56.6% de la poblacion ecuatoriana,
mientras que en 1.990 abarcaban el 55.1%; el 43.3%
complementario se encontrara distribuido en las 1 8 restantes
provincias

1.3 ECONOMIA

1.3.1 Producto Intemo Bruto (PIB) porActividad Economica



Segun datos provisionales proporcionados por el Banco
Central del Ecuador 1 para el ano 1997 , el Producto Intemo
Bruto (PIB) fue de US$ 17,821.8 millones, de los cuales el
sector agricola representa el 12.1%; el petrolero un 8.8%; la
industria manufacturera un 21%; Electricidad-gas-agua un
0.3%; la construction un 4.6%; el sector comercio y hoteles
un 20%; el de transporte y comunicaciones un 9%; el sector
financiero un 5.5%; el de servicios gubemamentales y
sociales un 12.5% y otros el 5,7%.

Exportaci ones

Para el ano 1997 el total de las exportaciones alcanzo la cifra
de US$ 5,264,363,000.00 a precios FOB, de los cuales el
80.8% (US$ 4,252,922,000.00), corresponde a productos
primarios y el 19.2% (US$ 1,011,441,000.00), a
industrializados.

De este total de exportaciones, el 26.8%
(US$1,41 1,577,000.00), corresponde a petroleo crudo; el
25% (US$ 1,327,177,000.00) a banano y platano; el 1.7% a
cafe; el 16.8% (US$ 885,982,000.00) a camaron; el 1.1 al
cacao; el 0.3% al abaca ; el 2.5% (131,010,000.00), a flores

naturales y el resto, esto es el 25.8%, a madera, atun,
pescado, y productos elaborados como: derivados del
petroleo, cafe elaborado, elaborados del cacao, harina de
pescado, qufmicos y farmacos, manufactures de metales,
sombreros, manufactures textiles, entre otros.

De estos resultados se deduce plenamente que la agricultura
es la actividad mas importante, con una participation del
30.6% del total de exportaciones ; luego le sigue el sector
petroleo con el 26.8% y el camaronero con el 16.8%,
constituyendose de esta forma en los productos mas
importantes de exportation.

1 Banco Central del Ecuadonlnformackin Estadistica mensual, junio 1 988.



1.3.3 Importaciones

Las importaciones por destine economico, para el ano 1997,
ascendio a la suma de US$ 4,520,051,000.00 de los cuales
el 20.9% (US$ 948,025,00.00), corresponde a bienes de
consume; el 8.4% (US$ 378,618,00.00), a combustibles y
lubricantes; el 39.7% (US$ 1,796,370,00.00), a materias
primas; el 30.9% (US$ 1,396,382,000.00) a bienes de capital
y un 0.01 % (657,000.00) a diversos.

1.4 SITUACION ACTUAL DEL SECTOR AGROPECUARIO:

Dentro del proceso de Modernizationdel Estado Ecuatoriano, el
Pais se encuentra experimentando una serie de cambios
encaminados a resolver los problemas y obstaculos estructurales y
coyunturales que le impiden alcanzar su desarrollo.

De esta forma el gobiemo anterior implemento, por medio de ia
Secretaria General de Planificacion, su "Plan de Accion de
Gobiemo para el periodo 1993 a 1996"; en dicho Plan el Gobiemo
establecio algunas prioridades en el accionar del sector publico, a
fin de mejorar el bienestar social, los servicios publicos, modemizar
el Estado, aumentar la produccion y productividad y dinamizar la
economfa.

El nuevo rumbo que tendra que tomar la sociedad Ecuatoriana, se
basa principalmente en dos principios basicos que son:

a) La participation de la sociedad en las decisiones para
el desarrollo; y,

b) Eficiencia del Sistema.

En el analisis realizado a todos IPS sectores de la economia del
pais. se analizo el problema del sector aaropecuario siendo el
mas visible, la baia productividad del mismo.

Las principales manifestaciones de este problema son:

a) Las explotaciones agrfcolas cuyos rendimjentos su- peran los
promedios potenciales, representan menos del 7% en superficie y
produccion;



b) Bajos rendimientos de productos de consume intemo, en
comparacion con las explotaciones agricolas y pecuaria de otros
paises con igual desarrollo economico;

c) Bajos rendimientos de la actividad pecuaria, los productos
de exportation y los productos agroindustriales;

d) Solo el 20% de la superficie potencialmente regable,
dispone de este servicio; y,

e) La superficie agricola mecanizable es de 2'500.000 has.
Solo ei 40% de ella esta mecanizado.

Seaun el diagnostics realizado.las causas aue han aenerado este
oroblema senan:

a) Insuficientes proyectos integrates para el fomento de la
production.

b) Insuficiente production intema de insumos, especialmente
de semillas calificadas y falta de control de calidad;

c) Insuficiente investigation y transferencia de tecnologia
para el sector agricola, que no cubren la gama de problemas
tecnicos y productivos;

d) Limitada superficie agricola bajo riego;

e) Insuficiente infraestructura para la comercializacion que
eleva la participation de los intermediarios, quienes incrementan
sus margenes de utilidad en detrimento de la rentabilidad de los
productores; y,

f) Baja inversion y deficiente mantenimiento de la
infraestructura de apoyo al desarrollo del sector rural.

Ante esta problematic el Estado ha propuesto:

a) Revisar las leyes y reglamentos del sector agropecuario con
criterios de equidad etnica, social y genera para permitir una
mayor libertad para el sector en materia de precios, importation
de insumos, bienes de capital y movih'zacion de productos; asf
comodisminuir la expansion de la frontera agricola, promoviendo



el uso eficiente de la tierra, para preservar especialmente los
ecosistemas fragiles.

b) Incrementar el area bajo riego mediante la autogestion de
los usuarios, garantizando la participation de las mujeres en la
administration y operation de los sistemas de riego.

c) Crear las condiciones para mejorar el sistema de
comercializacion agropecuario.

d) Desarrollar, usar y difundir un sistema de investigation
estrategico para utilization de los sectores publico y privado, que
incluya: analisis, perspectivas de mercado, ventajas
comparativas del pa fs, desarrollos tecnologicos potentiates y
otros.

e) Apoyar al sector privado en la ejecucion de proyectos
integrates, para mejorar la production agropecuaria.

f) Promover la organization de pequenos y medianos
productores para la production, comercializacion y adoption de
mejoras tecnologicas.

g) Mejorar la inversion e infraestructura rural para el sector
agropecuario, en la rehabilitation de areas agricolas criticas
y en la conservation de la cobertura vegetal natural de las areas
masdeterioradas del territorio national.

Con estas acciones propuestas v otras mas,el Estado espera
obtener los siguientes resultados:

1. Incrementar los rendimientos promedio de los productos
agropecuarios, en areas de asistencia tecnica.

2. (ncremento del 5% de fa superficie potenciafmente
regable; y,

3. Disminuir los niveles de pobreza extrema, con especial
referenda a !os hoaares de iefatura femenina.



2. REHAB1LITACION AGRICOLA DEL DISTRITO DE AMBUQU1.

2.1 ANTECEDENTES.

El Sistema de riego Ambuqui es uno de los mas antiguos del Pais; este
se inicio en el ano 1968, cuando el Institute) Ecuatoriano de Recursos
Hidraulicos INERHI (hoy extinguido), presenta el documento "Informe de
Factibilidad del Proyecto Ambuqui", el cual fue entregado al Banco
Interamericano de Desarrollo BID, con miras a conseguir su
financiamiento; solicitud esta que no Ilego a concretarse, razon por la
cual el INERHI inicia su construccion con fondos del presupuesto del
Estado.

A mediados de 1975 el INERHI decide ampliar la superficie a regarse
hasta un total de 1,620 has.; habiendose incrementado 800 has, que
correspondian a las localidades de Tumbatu y Pusir.

Anteriormente toda la zona en donde se ubican los poblados antes
citados pertenecieron a la comunidad de Padres Jesuftas (anos 1870 a
1907 aproximadamente), quienes debido a las condiciones difidles de
trabajo -introdujeron en esta zona gente de origen africano, que por su
recia contextura y capacidad fisica, resist fan el clima, insectos y
enfermedades propias de la zona subtropical que diezmaba a indios y
mestizos.

Con la expedicion de la Ley de Reforma Agraria en 1 964, los agricultores
se organizaron primeramente en comunidades luego en cooperativas de
produccion, para que se les adjudique en propiedad dichas tierras ya que
anteriormente los pobladores de esta zona no ten fan en propiedad ningun
terreno, y lo que hacian es trabajar en calidad de HUASIPUNGUEROS
(una forma de explotacion de la fuerza de trabajo del modo de produccion
feudal).

Actualmente el sistema de riego Ambuqui, es administrado por la
Corporation de Desarrollo de la Sierra Norte CORSINOR, la cual se
encuentra empenada en concluir la construccion de dicho Proyecto, el
mismo que se inicio hace aproximadamente 30 anos.

2.2 OBJETIVOS DEL PROYECTO:

2.2.1 Objetivos de corto plazo:



a) Optimizar el uso del agua, revistiendo los canales (algunos
tramos).

b) Aumentar ei area regable de 1.176 a 1.296 has. con el
consiguiente beneficio para otras familias de la zona
(Espadillas)

c) Dotarde agua para riego durante todo el ano.

d) Proporcionar servicios de apoyo a la production :

-centres comunales

-asistencia tecnica y capacitacion.

e) Incrementar las fuentes de trabajo para los habitantes de la
Region.

f) Dotation y mejoramiento de servicios basicos, como agua
potable.

2.2.2 Objetivos de Mediano y Largo Plazo:

a) Promover el aumento de la produccion y productividad en
forma tecnificada.

b) Diversification de ia produccion agricola, tanto para cultivos
de consumo intemo comode exportation.

c) Elevar el nivel de ingresos de las familias asentadas en el
area del proyecto.

d) Generation de empleo en la zona a fin de evitar la migration
campesina.

e) Aprovechamiento de la produccion para su industrialization.

f) Implementar un sistema de comercializacion eficiente.

g) Emprender un programa de mitigation de impactos
ambientales y de conservation del medio ambiente.

h) Lograr un desarrollo sostenido de la zona.



2.3 JUSTIFICACION DEL PROYECTO:

El sistema de riego Ambuqui proporciona agua para el consume humane
y para riego a una extensa zona de campesinos, cuya poblacion ha sido
marginada del contexto del desarrollo nacional por muchos afios,
quienes han sobrevivido en condiciones adversas, tanto fisicas como
economicas y sociales.

Con la ejecucion del proyecto se prevee, a future, un mejoramiento de las
condiciones de vida de la poblacion asentada en el area del Sistema; se
espera con su implementation, un incremento de la produccion y
productividad agricola. Por otro lado queda establecido que la actividad
predominante en la Zona es la agricultura y es asi como en la actualidad
se esta trabajando con cultivos de ciclo corto comoson: frejol, vainita,
arveja, tomate rinon; existen ademas cultivos semiperennes como :
frutilla, sandia, babaco, granadilla, papaya, pepino dulce, uvilla, tomate
de arbol, aguacate, cana de azucar, guayaba, mango, y tuna. Tambien se
producen algunos tuberculos como: Yuca, y camote; entre las hortalizas
tenemos: brocoli, aji, esparragos, pimiento, cebolla de bulbo,- etc. y
existen tambien algunas especies forestales como: cipres, eucalipto,
pino, capulf, molle y nogal.

Las posibilidades de aumentar la produccion y productividad son
grandes, por lo tanto ia Zona de Ambuqui podra desarrollarse.
Actualmente existe el el area de influencia del Sistema de riego Ambuqui
altos indices de analfabetismo, desnutricion y mortalidad, que
obviamente, han incidido en la baja de la produccion y productividad
agricolas.

Lo aseverado se confinma con los datos presentados en el Documento
titulado "La Geografia de la Pobreza en el Ecuador" 2 , el cual revela la
existencia de un 83,2% de pobreza y una 19% de indigencia en la Zona
de Ambuqui.

Por todo lo anotado anteriormente, se justifica la ejecucion de tan
importante Proyecto, agregando ademas que el Gobierno Ecuatoriano ha
decretado atencion PRIORITARIA para el sector agropecuario.

2.4 DESCRIPCION DEL SISTEMA DE RIEGO AMBUQUI

2. Carlos Larrea, Jaime Andrade, Wladymir Brborich, Diego Jam'n, Carolina Reed; La Geografia de la Pobreza en el
Ecuador, Quito: PNUD, 1996



El Sistema de Riego Ambuqui tiene una extension aproximada de 1.100
has. se encuentra limitado al norte por la cota 1.675 m.s.n.m.; al sur por
la cota 1.700 m.s.n.m.; al este por las poblaciones de Juncal y Piquiucho;
al oeste por las rectas de Ambuqui y San Alfonso. Comprende las
localidades de Chalguayacu, El Juncal, Carpuela, Ambuqui y San
Alfonso, pertenecientes al canton Pimampiro y parroquia Ambuqui del
canton Ibarra, provincia de Imbabura. Ademas las localidades de
Tumbatu, Pusir Chico y Pusir Grande de la provincia del Carchi.

La infraestructura de riego y drenaje del sistema, comprende obras de
captacion, conduccion principal, secundaria, terciaria y caminos.

El recurso hidrico es captado en el no Caldera (origen del rio Chota),
cota 1.715 m.s.n.m., con una toma de fondo de 4.0 mts.3/ seg. de

capacidad.

El canal principal tiene una longitud de 29 kms.; se encuentra totalmente
revestido y con una capacidad de conduccion de 1.8 mts.3/seg. en canal
abierto y 2.5 mts.3/seg. en tunel.

El canal secundario con 23 derivaciones, tiene aproximadamente 27.0
kms. de longitud.

La distribucion del riego se efectua por medio de 54 tomas directas del
canal principal, siendo la dotacion para riego de 1.0 Its/seg/ha.; la
distribucion del agua es por tumos y caudal contfnuo

2.5 COMPONENTES DEL PROYECTO "REHABILITACION AGRICOLA DEL
DISTRITO DE AMBUQUI"

Los principales componentes del proyecto son:

2.5.1 Infraestructura agricola:

Se pretende mejorar la infraestructura basica y necesaria para el
abastecimiento de agua como:

Rehabilitation de: Bocatoma, canal principal (29 Km), canal
secundario (27Km)

2.5.2 Infraestructura rural:



Mantenimiento de caminos de acceso a lo largo del canal principal y
secundario, construccion de tres centres comunales, construccion
de pequenas piantas de tratamiento para agua potable, utilizando
agua del mismo canal.

2.5.3 Conservation de las tierras agricolas:

Mejorando los canaies de drenaje en la zona de Carpuela y
construccion de muros de gaviones en margenes izquierda y
derecha del no Chota para proteger un tramo del canal que pasa
por dicho rio.

2.5.4 Operacion y mantenimiento:

Con la provision de maquinaria y equipo necesario para operar y
mantener el sistema.

Las especificaciones de las instalaciones, equipo y costos de los
demas componentes del Proyecto, se detallan en el anexo 2.

2.6 BENEF1CIO ECONOMICO Y SOCIAL, MAGNITUD DEL EFECTO Y EFECTO
PUBLICITARIO.

1. La poblacion que se beneficiara directamente del proyecto es de
unas ll,550 personas (unas 1 ,777 familias).

2. La poblacion indirecta a beneficiarse lo constituyen comerciantes,
constructores, industriales, artesanos y comunidad en general de
parroquias y cantones aledanos a la zona del Proyecto, que se
estima serf an unas 150.000 personas.

3. La superficie que se beneficiara del proyecto es de
aproximadamente 1.296 has.

2.6.1 Efecto Economico y Social del Proyecto:

2.6.1.1 Situation actual de las obras:

Uno de los problemas Que actualmente existe en e! are?? de!
proyecto, aparte de la pobreza general, es el relacionado
con el mal estado en que se encuentra el Sistema de riego
Ambuqui por la falta de mantenimiento y adecuada
operacion del mismo.



Desde el ano de 1993 en que se inicia el proceso de
modernizationdel Estado, la mayoria de los sistemas de
riego empezaron a adolecer de la falta de mantenimiento, ya
que el INERHI (hoy extinguido), era el organismo encargado
de esta funcion; ademas, se produce en el Pais una
constants crisis fiscal que ha imposibilitado la asignacion de
los mfnimos recursos para las labores de mantenimiento de
la infraestructura de riego a nivel nacional.

For lo expuesto es urgente la ejecucion de algunas obras
encaminadas a rehabilitar todo el sistema de riego, siendo
las principales las siguientes:

a) Bocatoma:

La bocatoma del sistema, es una captacion de fondo,
se encuentra ubicada en la cota 1.710 y capta las
aguas del no Caldera. La captacion tiene una
capacidad de hasta 4 mts.3 y se encuentra terminada
pero no funciona ya que esta se tapo con la primera
crecida y desde ese entonces sigue igual, faltando
ademas las compuertas de regulation.

La captacion se mide y se controla a traves de
compuerta reguladas, la conduction mediante regletas
y curvas de descarga y la dotation a traves de
medidas Parshall y compuertas.

Es importante senalar que en inviemo suceden
grandes crecidas del no Caldera, las mismas que
taponan la rejilla de captacion con grandes cantidades
de material, ocasionando continues suspensiones en
el servicio de riego, para lo cual es necesario un tractor
a fin de rehabilitar el mismo. El presupuesto para
rehabilitar la bocatoma se indica en el anexo 2.

b) Canal principal:

Tiene una longitud de 29 km. dividido en dos
margenes.

Su capacidad es para conducir 1,80 mts3/seg. en el
canal abierto y 2,50 en el tunel, la section del tunel es
minima, es decirde 1,2 mts. de ancho por 1,80 de alto.



Debido a la falta de falta de mantenimiento oportuno, el
canal principal se encuentra deteriorado y es necesario
reponer algunos tramos de canal y realizar actividades
de dezasolve, desbroce, excavacion en canal, muros
de gaviones, rellenos, compuertas metalicas para
distribucion, etc. Las obras a realizarse en el canal
principal se detallan en el anexo 2.

Canal secundario:

Tiene aproximadamente 27 km. de longitud, esta
equipado con cajas repartidoras y compuertas con sus
respectivas seguridades y medidas.

La distribucion del riego se realiza mediante 49 tomas
y 23 derivaciones que nacen en el canal principal. El
numero de tomas y derivaciones estan ubicadas de
acuerdo a las zonas o sectores que pueden regar la
mayor cantidad de usuarios. Igualmente es necesario
reponer aigunos tramos del canal, excavacion de
cananl, rellenos, dezasolve, desbroce y compuertas
metalicas para distribucion.

Caminos:

Toda la red del sistema cuenta con caminos de acceso
que son en un gran porcentaje lastrados los cuales
sumanentotal 40 kms de longitud

Sin embargo se necesita rehabilitar estos caminos que
no han tenido mantenimiento por unos 10 anos por lo
cual se encuentran en mal estado. Asimismo el
presupuesto de obras se indica en el anexo 2.

Servicios de apoyo a la production:

En lo que tiene que ver con el desarrollo agricola, es
menester indicar que desde hace algunos anos no se
ha efectuado ningun tipo de actividad o trabajo
encaminado a aprovechar la production de la zona.

Tambien es necesario el mejoramiento y dotation de
otros servicios basicos, como agua potable,



capacitacion y asistencia tecnica, , credito,
mecanizacion agricola, etc.

Los centres comunitarios o casas comunales son
necesarias, a fin de reunir y organizar de mejor manera
a los agricultores, asi como para recibir
capacitaciones.

El presupuesto respectivo se detalla en el anexo 2.

2.6.2 Efecto esperado del provecto:

Con este proyecto se espera aisponer aei sistema de riego durante
todo el afio, aumentarel area regable a 1,296 has. lo que hara que
masfamilias tengan acceso al servicio de riego; y, abastecer con
productos para el autoconsumo y para la venta, con productos de
calidad y a precios convenientes.

Se espera disminuir las enfermedades <causadas por el consume
de agua contaminada, situation que se conseguira con la dotation
de agua potable.

2.6.3 Efecto pubUcitario.-

En todo el pais, (ll,933,858.00 habitantes aproximadamente),
ya que se constituira en un sistema de riego modelo y se resaltara
la ayuda brindada por el gobiemo de Japon, en los programas
informativos del gobiemo, a nivel national.

3. SITUACION ACTUAL DEL SITIO DEL PROYECTO

El area de influencia del sistema de riego Ambuqui se constituye por los
caserios de Chalguayacu, Juncal, Carpuela, Ambuqui, y San Alfonso,
pertenecientes a los cantones Pimampiro e Ibarra; ademas comprende las
localidades de Tumbatu, Pusir Chico y Pusir Grande, de la provincia del
Carchi.

3.1 CONDICIONES SOCIALES:

3.1.1 Poblacion:



El total de la poblacion asentada en la zona y realizada una
proyeccion al ano 1997, es de ll,550 habitantes
aproximadamente, de los cuales 5,891 corresponden ai sexo
masculine y 5,659 al femenino.

Cabe destacar que el numero de familias directas
beneficiarias del Sistema de Riego Ambuqui es de 821,
con un promedio de 6.5 personas por nucleo familiar, lo que
nos da un total de 5,336 personas (46% del total). El 54%
restante de la poblacion (6,214), corresponde a personas
dedicadas a otras actividades, como el comercio, la
artesania, trabajo a jomal y otros se dedican a cultivar tierras
de secano. Para mayor information ver el cuadro No.1

CUADRO No.1
DATOS POBLACIONALES DEL AREA DE INFLUENCIA DEL SISTEMA

DE RIEGO AMBUQUI

N O M B R E D E L P U E B L O N O . D E C A S A S P O B L A C I O N N O . D E U S U A R IO S
D E L S IS T E M A

C H A L G U A Y A C U -J U N C A L 6 5 0 4 , 4 0 0 1 1 9

C A R P U E L A 2 8 0 2 ,2 4 0 1 59

P LA Y A D E A M B U Q U I 1 3 0 8 5 0 1 19

E L B E R M E J A L 5 0 3 5 0 4 7

S A N A L F O N S O 7 0 4 7 0 6 3

P U S IR 30 0 2 ,4 0 0 2 3 0

T U M B A T U 1 2 0 8 4 0 8 4

T C T /4 L 1,60 0 1 1 ,5 5 0 8 2 1

FUENTE: Visita de campo conjunta, Sr. Sakurai y funcionarios de CORSINOR, el 25 de junio de
1998.

3.1.2 Poblacion Economicamente Activa:

La poblacion en su mayona esta dedicada a la agricultura
(61%), es decir 7,046 personas, incluyendo agricultores que
poseen riego (5,336 personas, es decir un 46%) y
agricultores que cultivan terrenes de secano (1,710
personas.es decir 15%) y le siguen con poca importancia los
artesanos, comerciantes y jomaleros, con el 39% restante
(4,504 personas)



Hay que destacar que los propietarios de las pequenas
explotaciones, han tenido que dedicarse a la artesanfa el
comercio y a la prestacion de sus servicios comojomaleros
(peones.trabajadores de la construcci6n),debido a que sus
propiedades no les permiten obtener ni siquiera para la
subsistencia de sus familias, peor aun obtener un excedente
para la comercializacion; situacion que ha ocasionado un
permanente flujo migratorio de los habitantes del lugar, hacia
las ciudades mas cercanas comoson Quito, Tulcan e Ibarra,
en busca de oportunidades de trabajo.

3.1.3 Aspectos Educativos:

De las investigaciones realizadas en la zona se llego a
determinar que el 19.4% de personas adultas son
analfabetas. Un 70% de la poblacion total tiene educacion
primaria, aunque la mayor parte no nan concluido siquiera los
tres o cuatro primeros anos, asf mismo se determine que el
3.5% tienen instruccion secundaria y de un 7.1% no se
posee informacion.

3.1.4 Vivienda e Hiqiene:

Segun lo que se ha podido observar, se puede indicar que la
casi totalidad de las viviendas no prestan las condiciones
minimas de habitabilidad, que les permita vivir de una forma
humanamente digna.

Muchas viviendas estan constituidas por chozas de barro y
carrizo (bareque), recubiertas de paja unas y otras con teja; el
piso de la mayoria de viviendas es de tierra.

En cuanto se refiere al espacio fisico se puede manifestar
que muchas familias viven en un estado de promiscuidad y
hacinamiento deplorables, ya que utilizan uno o dos cuartos
en donde funcionan la sala, el comedor, la cocina y el
dormitorio y aun se ha podido observar que dentro de ella se
almacenan los productos obtenidos en sus cosechas.

3,1.5 Alimentacion:

Esta compuesta fundamentalmente por los productos
existentes en la zona. Las dietas diarias son generalmente



pobres y carentes de proteinas de orfgen animal, de grasas,
de calcio y de vitaminas. Esto se debe a la reducida
capacidad adquisitiva de ia mayor parte de famiiias, que no
les permite acceder a ciertos alimentos necesarios y basicos,
razon por la cual la poblacion asentada en la zona del
proyecto adolece de graves problemas nutricionales.

3.1.6 Enfermeaaaes::

Como consecuencia de (a ausencia de servicios basicos
comoel agua potable y el deficiente regimen alimenticio, se
ha diagnosticado casos de: parasitosis, gastroenteritis,
influenza (epidemias de gripe), fiebre reumatica y algunos
casos de tuberculosis.

3.1.7 Centres de Salud:

En el area del proyecto existen: un Dispensario Comunal en
el Chota; un Subcentro de Salud en Ambuqui y un Centra
Medico en el Juncal.

La finaiidad de estos tres dispensaries es la de controlar o
prevenir cualquier brote epidemico, velando ademas por el
saneamiento ambiental. Cuando se presentan casos graves
los pacientes son trasladados a las ciudades de Ibarra o San
Gabriel.

4. RAZON DE LA SELECCION DEAMBUQUI.

Comose dijo anteriormente, el sistema de riego Ambuqui proporciona agua
para riego y consume humane a una extensa zona, poblada por campesinos
en su mayoria de color, quienes han sido por muchos anos, marginados del
contexto del desarrollo del Pals.

El area de influencia del sistema de riego se caracteriza por ser una zona
productora de cultivos de ciclo corto, como: leguminosas, algunas legumbres,
cftricos: frutales, tuberculos. etc.; de cultivo semiperennes tales comofrutiMa,
sandia, babaco, cana de azucar; perennes como aguacate, algunos citricos,
guayaba, mango, etc. los cuales tienen gran aceptacion los mercados de las
poblaciones aledanas como: Pimampiro, San Gabriel,Tulcan, Ibarra, Otavalo
yQuito.



Otro aspecto importante que es necesario resaltar y que constituye un grave
problema, es el deterioro de la infraestructura de riego, debido a la falta de
operation y mantenimiento oportunos, desde el ano de 1994, fecha en la cual
el entonces Institute Ecuatoriano de Recursos Hidraulicos INERHI, empieza
su proceso de extincion, sin que desde ese entonces hasta el presente, el
Estado haya asignado recurso alguno para este fin.

A este hecho se suma el de la compra de renuncias en todo el Pais, con
miras a reducir el tamano del Estado, por lo que, el personal que realizaba
las funciones de operation y mantenimiento, tambien fue reducido a un
minimo contingente.

Comocontraparte se crearon las Corporaciones de Desarrollo Regional, a las
que hasta el momentono se les asigna los recursos suficientes y necesarios
para solucionar este problema.

For lo senalado, el sistema de riego Ambuquf no ha tenido el mantenimiento
apropiado, para optimizar su conduction y distribution de agua, por un lapso
de cuatro anos. Por lo tanto es necesario y urgente la realization de varias
obras para su inmediata rehabilitation.

4.1 RELAC1ON ENTRE EL SECTOR Y EL PROYECTO SOL1C1TADO.

El Proyecto "Rehabilitation Agrfcola del Distrito de Ambuqui" conjuga
plenamente con los objetivos del Plan de Accion del Gobiemo, periodo
1993-1996 y constituye tambien parte de "La Estrategia de Desarrollo
Ecuador 2025" elborada por La Secretaria General de Planificacion
SEGEPLAN del CONADE, para el sector agropecuario.

4.2 RAZONES POR LAS CUALES EL PROYECTO HA SIDO FORNIULADO BAJO
LA COOPERACION FINANCIERA NO REEMBOLSABLE DEL GOBIERNO
DEL JAPON

a) La inversion para emprender en un proyecto integral de este tipo
es fuerte y ni el Estado ni los usuarios estan en capacidad de
afrontar este gasto de inversion . El Estado ecuatoriano
actualmente se encuentra en austeridad del gasto publico.

b) Aprovechar la buena voluntad del gobierno del Japon
empenada en coiaborar esirechamente con nuestro pais,
especialmente en lo que tiene que ver con el mejoramiento del
sector agropecuario.

c) Necesidad de aumentar la frontera agricola en nuestro pais.



d) Atender a poblaciones campesinas marginadas y mejorar su nivel
de vida, incorporandolos al proceso de desarrollo nacional.

4.3 IMPORTANCIA DEL PROYECTO AMBUQUI DENTRO DEL CONTEXTO DEL
DESARROLLO NACIONAL

Este Proyecto es uno de los mas antiguos del pais, ya que se inicia en
el mes de octubre de 1968. En la actualidad este Sistema riega 1,176
has. en una zona que hace unos treinta anos se consideraba arida e
inhospita.

La zona de Ambuqui tiene caracteristicas unicas en cuanto se refiere a
clima, suelos y cultivos y esta ubicada en un lugar estrategico, esto es
entre la provincias del Carchi y la de Imbabura, y a solo tres horas de
Quito, capital del Ecuador.

Las posibilidades de aumentar la production y productividad son muy
grandes, con el riego oportuno y seguro durante todo el ano, y con la
debida capacitacion y asistencia tecnica al agricultor, situation que de
darse mejorara el nivel de vida de la poblacion del area.

For otra parte la zona de Ambuqui es una area que se presta para
desarrollar el turismo, debido a su riqueza natural, su clima, sus suelos,
la artesanfa y a la riqueza etnica que poseen sus habitantes.

5. OPERACION Y MANTENIMIENTO ACTUAL DEL SISTEMA.

Para la operacion y mantenimiento del Sistema de riego Ambuqui,
CORSINOR ha asignado un ingeniero agronomo, dos bocatomeros y
cuatro aguateros. El ingeniero agronomo es el tecnico encargado de la
planificacion y supervision de los trabajos que se realizan en todo el
Sistema.

Los bocatomeros tienen (a obligacion de controlar el caudal de entrada
durante las 24 horas del dia.

Los aauateros estan distribufdos en cuatro zonas de riego, en cada una
de las cuales, ademas de hacer el mantenimiento del canal principal, se
encargan de is distribution dei caudal de agua, de acuerdo a un horario
establecido, asi como tambien tienen la obligacion de informar al tecnico
de cualquier novedad relacionada con el estado de las obras de
conduction principal, secundaria y de su distribution.



El mantenimiento de los canales secundarios se realiza con la ayuda de
los usuarios, mediante mingas (trabajo colectivo), las mismas que son
organizadas por el tecnico responsable y la colaboracion de los aguateros
de la Zona.

5.1. OPERACION Y MANTENIMIENTO DE LOS PRINCIPALES
COMPQNENTES DEL PROYECTO, OBJETO DE LA DONACION.

Luego de la rehabilitation del Sistema, CORSINOR conjuntamente
con los usuarios participaran en la operation y mantenimiento de los
componentes del Proyecto, posteriormente lo hara la Junta General
de Regantes a traves de la autogestion y el asesoramiento de
tecnicos de CORSINOR, hasta su transferencia definitiva. Para el
efecto se ha elaborado un organigrama tentative de la futura
organization que administrara dicho Sistema. (ver Anexo3)

A.-CAMINOS DE ACCESO

El mantenimiento de los caminos de acceso se lo realizara en forma
permanente con la maquinaria donada para el efecto, y sera
responsabilidad de CORSINOR.

B.-CENTROS COMUNALES

La operation y mantenimiento de los tres centres comunales estara
a cargo de las comunidades benefitiarias, bajo responsabilidad de
sus lideres respectivos.

C.-AGUA POTABLE

La operation y mantenimiento de las plantas de tratamiento de agua
potable estara, en un principio, a cargo de CORSINOR y la Junta
General de Regantes y cuando se de la transferencia del Sistema a
los usuarios, la operation y mantenimiento sera responsabilidad de
la Junta General de Regantes.

D.-INUNDACIONES Y DRENAJE

E! mantenimiento de este rubro estara a cargo de CORSINOR. con
la maquinaria donada para el efecto.

E.- MAQUINARIA PARA MANTENIMIENTO



El mantenimiento de la maquinaria estara a cargo de CORSINOR,
para lo cual se dispone de un campamento en la localidad de
Carpuela, que servira como bodega y mecanica. La maquinaria
solicitada se describe en el anexo 2.

6. SOLJCITUD A TERCEROS RAISES U OTROS ORGANISMOS
INTERNACIONALES SOBRE EL MISMO PROYECTO.

Hasta el momentoNOse ha solicitado financiamiento alguno a otro
organismo intemacional ni a ningun otro pais.

7. PRIORIDAD.

Siendo el sistema de riego Ambuqui uno de los mas importantes que
administra CORSINOR y que tiene un numero considerable de beneficiaries,
este ha sido considerado prioritario por el Gobiemo Ecuatoriano, y se lo ha
incluido en el Plan de Inversiones de CORSINOR, para el ano 1999 y si el
Estado le asigna el presupuesto respective, se podria construir los empates
de tunel (a canal abierto), con lo cual se incorporarfan 120 has adicionales al
riego del sector denominado Espadillas.

8. INSTITUCION EJECUTORA Y SUPERVISORA DEL PROYECTO.

8.1. BOSQUEJO DE LA INSTITUCION EJECUTORA.- Organigrama

La estructura organica de la Corporation de Desarrollo de la Sierra
Norte CORSINOR, esta conformada por los siguientes niveles: (ver
Anexo 4)

a) Nivel Directive
b) Nivel Ejecutivo
c) Nivel Asesor
d) Nivel de Apoyo
e) Nivel Operative

8.2. DEBERES Y FACULTADES DE LA INSTITUCION

A CORSINOR !e corresponde por Ley " e! tranejo y cptlno
aprovechamiento del agua para la satisfaction de las necesidades de la
poblacion , en las provincias de Carchi, Imbabura, Pichincha,
Esmeraldas, Sucumbfos y Napo; mediante la identification, formulation
y ejecucion de proyectos para el aprovechamiento y uso de los recursos
hidricos, en base a las politicas y lineamientos del Consejo National de



Recursos Hidricos. (Decreto Ejecutivo 2224 del 25 de octubre de
1 994 y Registro Official No.558)

8.2.1. Numero total de funcionarios.

La Institution cuenta con un total de 91 personas entre empleados y
trabajadores, desglosados de la siguiente forma:

-Personal directive: 2
-Personal tecnico: 23
-Personal administrative: 39
-Trabajadores: 27

9. ESTADO DE PREPARAC1ON PARA LA REALJZACION DEL PROYECTO:

9.1. LOCALIZACION DEL PROYECTO:

El Sistema de Riego Ambuqui se encuentra ubicado en la parte nor-
occidental de la provincia de Imbabura (cuenca hidrografica del rfo
Mira), margen derecha (Carchi) e izquierda (Imbabura) del rio Chota;
cantones Bolivar, Pimampiro e Ibarra, respectivamente (ver Anexo 5)
Las coordenadas geograficas son:

00°26'00" - 00° 29 00" delatitudnorte,y
77° 46'00" - 77° 57'00" delongitudoeste.

9.1.1 Areatotal del sitio:

Las zonas de riego abarcan las poblaciones de: Chalguayacu,
El Juncal, Carpuela, Ambuqui, San Alfonso, Tumbatu, Pusir
Chico y Pusir Grande, las mismas que en total suman 1.176 has.

9.2 CONDICIONES FISICAS:

9.2.1 Clima:

Segun la clasificacion climatica de KOPPEN la zona
corresponde a! clima estepa-caliente o semi-arido: con las
siguientes caracteristicas medias anuales:

Temperatura: 1 9, 0°c
Precipitation: 450 mm.
Humedad: 80,0%



El area pertenece a la clasificacion ecologica Monte Espinoso
Subtropical, con especies xerofilas de chaparro como:
guarango, algarrobo, espino, amarillo, tuna, chilca e higuerilia.

9.2.2 Caiidadyusodel agua:

De acuerdo a los resultados de los analisis del agua, es de
salinidad media y baja en sodio.

El agua del sistema de riego Ambuquf en un 95% es usada con
fines de riego y el 5,0% restante en la industria y consume
humano, principalmente en sectores como: El Juncal,
Chalguayacu, Carpuela y Bermejal que no cuentan aun con
el servicio de agua potable.

9.2.3 Uso actual del suelo:

Los agricultores de la zona dedican sus explotaciones a la
siembra de cultivos de ciclo corto, con un porcentaje del
91,77% que corresponde a 1.025,8 has. del total, y a cultivos
permanentes dedican el 8,23% que equivale a 91,25 has. del
total de explotaciones del proyecto, como lo resume el
siguiente cuadro:

CUADRO Nro. 2

tesssK K ITs Ik?isS SBtOs lfi ^^ s assgli-̂ feS stsKfcBfifeB

iC IQ ISP jC O R T C 1 ,0 2 5 .8 0    9 1.7 7

83 2 .2 0     74 .3 0

T o m a te R in o 16 1.6 0     14 .5 9

12 .0 0      1.0 0
m ŝSsffisaSsSSSSa H o rta i iza s -
a 1 0 .0 0  0 .9 0

1 0 .0 0  0 .9 0
m

ｻ

iililP & ^ lfeil
E R M A N E N 9 1 .2 5      8 .2 3

2 3 .0 0     2 .0 7
an a iti e az
O tw O ｧ. 4 5 .8 7     4 .14

-G tro s s 2 2 .3 8      2 .02

TO I 14 U 1 ,10 8 .0 5   1 00 .0 0

Fuente: Datos de campoestimados a mayode 1996.
Elaboracion:Grupode trabajoAmbuquf.



Organization comunitaria

En la actualidad los usuarios del sistema de riego ambuqui se
encuentran organizados en una Junta General de Regantes, la
cual se halla dividida en siete subjuntas, cada una con su
respective directiva, quienes colaboran con el mantenimiento de
los canales secundarios y con el asesoramiento de un tecnico
de CORSINOR, se encuentran elaborando sus estatutos para su
correspondiente legal ization.

A continuation, en el cuadro No.3, se detalla el nombre de las
subjuntas, que conforman la Junta General de Regantes, el
nombre de su representante, asi como el numero de usuarios
que las conforman; siendo este tipo de organization un soporte
para ejecutar, en el corto plazo, la Transferencia del Manejo del
Sistema a los usuarios.

CUADRO No. 3
SUBJUNTAS DE REGANTES DEL SISTEMA DE RIEGO AMBUQUI

NOMBREDEL SECTOR No.USUARIOS

Chalguayacu - Juncal
Carpuela
Playa de Ambuqui
El Bermejal
San Alfonso
Pusir

HTumbatu

?SevefaGal
wraacifepr| -f,^-f:j£^-0~?t ^-^*Z0ZZ£

119
159
119

47
63

230
84

TOTAL 821

FUENTE: Datos proporcionados par el Ing. Hugo Cadena,
Jefe del AreaImbabura.

10. CAPACIDAD DE ADMINISTRACION, MANEJO Y MANTENIMIENTO DE LA
INSTITUCION EJECUTORA DEL PROYECTO.

10,1 Situacicn zciuzl:

La Corporation Regional de Desarrollo CORSINOR, cuenta con el
personal tecnico y de apoyo necesario para la ejecucion de este
proyecto.



Al respecto tambien es necesario senalar que una de las funciones
principales que el Estado Ecuatoriano le ha asignado a CORSINOR y
demas Corporaciones de Desarrollo del Pa fs, es la Transferencia de
los sistemas de riego a los usuarios para su autogestion. For tal
razon CORSINOR, conjuntamente con el asesoramiento de tecnicos de
UTAHSTATE UNIVERSITY, de los Estados Unidos de Norteamerica,
se encuentran disenando un "Metodo de Transferencia del Manejo
de los Sistemas de Riego" y existe como meta, para en los anos
1998 y 1999, transferir al menos dos sistemas de riego ( el sistema
Salinas y el San Vicente de Pusir), como proyectos pilotos de
transferenci a.

Para el efecto CORSINOR, comopaso previo a la transferencia de los
sistemas de riego, ofrecera a los usuarios la debida capacitacion y
asersoramiento tecnico, especialmente en aspectos relacionados a la
administration, operation y mantenimiento del Sistema; para lo cual se
cuenta ya con una organization de base, comolo es la Junta General
de Regantes, conformada por siete subjuntas, y cuya legalization
respectiva se encuentra en tramite.

ll. COSTO DELPROYECTO:

Los costos de construction se han estimado en base a los precios
unitarios correspondientes al area Imbabura, que la Institution mantiene
en permanente actualization. Asi mismo se ha hecho un resumen de
costos tanto en sucres comoen dolares, al tipo de cambio del mes de junio
de 1998: esto es, 1 dolar US igual S./5,000.00 sucres.

El costo total del Proyecto asciende a la suma de USD 4,679,640.00 de los
cuales USD 4,500,000.00 corresponden al aporte del Gobiemo del Japon
(Donation), y USD 179,000.00 al aporte national, (ver anexo 6 )

12. DURACION

El tiempo necesario para la ejecucion del Proyecto es de dos afios ( ver
anexo 7), periodo luego del cual CORSINOR seguira operando y
manteniendo el Sistema hasta su transferencia a los usuarios.

Elaborado por Econ. Pablo D. Maza M.
JEFE DEL DEPARTAMENTO DE PLANIFICACION
EVALUACION Y ESTUD1OS DE CORSINOR
Colaboracion: Sr. Victor Valarezo

Ing. Julio Navarro
Lcdo. Eduardo Estupinan
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A.- REHABILITACION (APORTE DEL JAPOIM)
RU BROl

N°.
DE3CRIPCION COSTO

Mlllones de Sucres
COSTO

Miles de US$
PRINCIPALES
ACTIVIDADES

1

Rehabilitaci6n bocatoma 1 ,500.00 300.00 Excavaci6n plataforma,canal;relleno,hormig6n simple,muros de gaviones.compuerta.
Rehabilitacitin canal principal 3,000.00 600.00 Excavac.canal, plataforma; muros de gavlones.dezasolve. desbroce.i ellenos.
Rehabilitation canal secundario 4,000.00 800.00 Excavac.canal.rellenos.muros gav. hormig6n simple,dezasolve y desbroce de canal.
Mantenimiento tie caminos de acceso a 3,750.00 750.00 Excavac.plataforma nueva.lastrado.puentes en quebrada Chalguayacu y en el rio
lo largo del cane! principal y secundarios Chota,hormlg6n slmple.muros de hormig6n clcl6peo,hlerro de refuerzo.cercha de metal.
Construccidn de tres centres comunales 600.00 1 20.00 Construccl6n de tres centres comunales en Chalguayacu, Tumbatu y Pusir.
Construcci6nes para agua potable 2,000.00 400.00 Construccl6n de pequeflos sistemas de agua potable.
Control de inundaciones y drenaje 2.900.00 580.00 Proteccidagavionada de mdrgenes Izq. y derecha del rio Chota.drervijes en Carpuela.
Maquinaria para mantenlmiento 1 ,250.00 250.00 Encausamiento del riojlimpleza de plataforma y mantenimiento de caminos.

S U BTOTAL
RiHAJUSTE

1 9,000.00

3,500.00
22,500.00

3,800.00

700.00
4,500.00

B.- OPERACION Y MANTENIMIENTO (APORTE DE CORSINOR)
1 |Operaci6n y mantenimiento del Slstema 749.0 149.70 Mantenimiento de canal principal,distribuci6n del agua,supervisi6n; en la que intervie-

nen un T6cnico,dos bocatomeros, y cuatro aguateros de CORSINORS UBTOTAL
REAJUSTE

TOTAL

749.00 149.70

149.60 29.94

898.00 1 79.64

iT0rAJS (BCN EEAU Referenda 1 D6lar US=5,000.00 sucres.
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Q o a l  to  S u p a r g o a l
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o b ra  p a ra  e l  p ro y e c lo .
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